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アルテラがエンベデッド・システム開発用の

Niosプロセッサを発表

アルテラは、system-on-a-programmable-chip
（SOPC）デザインに要求される、高性能で豊富な機
能を備えたデバイス、統合化された開発ツール、そ
して幅広い包括的なIP（Intellectual Property）を
含むすべての重要なコンポーネントを供給している
業界のリーダです。アルテラは、SOCデザインにお
けるマイクロプロセッサの重要性を認識し、業界の
リーダ企業との強力な提携関係を通じてプロセッサ
IPに関する卓越したソースを確立しました。このた
び、アルテラはExcalibur TMエンベデッド・プロセッ
サ・プログラマブル・ロジック・デバイス（PLD）
ソリューションを発表し、プロセッサIPの選択肢を
大幅に拡大、強化しました。PLDの内部にRISCプ
ロセッサを実現するハード・コアとソフト・コアの
テクノロジによって構成されるExcalibur エンベ
デッド・プロセッサ・ソリューションは、非常に幅
広い機能と専用のハードウェアで構成した場合と同
じ高い性能を実現します。Excaliburエンベデッド・
プロセッサPLDソリューションの登場により、設計
者はSOPCデザインが提供するすべての利点をフル
に活用できるようになりました。

SOPCの利点

SOCデザインの利点には、高度な統合化、そしてシ
ステム性能の向上が挙げられます。さらに、SOPCの
デザインには、PLDの高い柔軟性によって実現され
るプログラマビリティや迅速な「Time-to-Market」
の実現などの利点があります。これらのPLDを使用
することにより、設計者はハードウェアを複数の異
なる構成で実現することができ、カスタム・コンポー
ネントの開発に要する時間を削減することが可能に
なります。この高い柔軟性を活用することにより、製
品を短期間で開発できるだけでなく、多様なシステ
ム・アーキテクチャと機能を評価し、製品内にそれ
らを最高の組み合わせで実現することができます。
Excalibur ソリューションは、プロセッサをPLDの
デザイン・フローに完全に取り込み、どのファンク

ションをソフトウェアで実行させ、どのファンク
ションを専用のハードウェアで実現するのが適切で
あるかを判断するための、これまでにない高い自由
度がシステム設計者に与えられます。

Excaliburソリューション

アルテラのExcaliburソリューションは次のファミ
リによって構成されています。

■ ソフト・コアのエンベデッド・プロセッサ、
NiosTM ファミリ─16ビット、または32ビッ
トにコンフィギュレーションできるエンベデッ
ドRISCプロセッサ

■ ARM ベースのエンベデッド・プロセッサ・
ファミリ─ 32 ビット・アーキテクチャの
ARM9 Thumb  エンベデッド･プロセッサ・コ
ア、および32ビットRISCエンジン

■ MIPS-based のエンベデッド・プロセッサ・
ファミリ─ 32 ビットのアーキテクチャで
R4000TM のTLBおよび特権モードの拡張機能
を実現したMIPS 4KcTM エンベデッド･プロ
セッサ・コア

最初に提供されるExcalibur エンベデッド・プロ
セッサPLDソリューションは、16ビットまたは32
ビットにコンフィギュレーションできるエンベデッ
ドRISCソフト･コア・プロセッサ、Nios ファミリ
です。Nios ファミリは多様な要求に対応するため
に容易にコンフィギュレーション可能で、アルテラ
のデバイスとツールをベースにしたデザイン内に短
時間で構成できます。Niosエンベデッド・プロセッ
サは最初にAPEXTMデバイスに最適化されています
が、ローコスト化を実現するACEXTMデバイスや、
性能をさらに高めた将来の新しいデバイス・ファミ
リを含む他のアルテラ・デバイスのアーキテクチャ
にも最適化されたバージョンも登場する予定です。

（４ページに続く）
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Niosを中心としたExcalibur 開発キット

最先端システムを実現する開発キット

アルテラが新たに開発したExcaliburTMエンベ
デッド・プロセッサ・ソリューション、NiosTM

ソフト・コア・エンベデッド・プロセッサ
は、まさにsystem-on-a-programmable-
chip（SOPC）デザインの開発に必要と
されていたものです。

この新しい柔軟性に富んだエンベデッ
ド・プロセッサ・ソリューションは、32ビットの構成、50MIPS
までの性能をサポートし、量産時には５ドルに相当する価格を実
現します。この開発キットはすでに供給中となっており、プロ
ジェクトの開始にあたって必要なものがすべて含まれています。

完全なソリューションを提供

このExcalibur開発キットには、以下のものが含まれています。

■ NiosコンフィギュラブルRISCエンベデッド・プロセッサ・
コアとペリフェラル

■ QuartusTMプログラマブル・ロジック開発ソフトウェア

■ Cygnus  /Red Hat 社のGNUPro   C/C++コンパイラおよ
びデバッガ

■ ByteBlasterMVTMダウンロード・ケーブル

■ APEXTM EP20K200E を搭載した開発用ボード

■ リファレンス・デザインと関連資料

無料ハンズ・オン・ワークショップ

日本アルテラ株式会社では、APEXデバイスでNiosソフト・コ
ア・エンベデッド・プロセッサを使用したSOPCデザインを作成
する方法を解説するワークショップを10 月より開催いたしま
す。このワークショップでは、Cコードでのプログラムの作成と
コンパイル、開発ボード上での実行とトラブル・シューティング
を体験することができます。また、Excalibur開発キットに含ま
れているCygnus/Red Hat 社のGNUProコンパイラとデバッガ
についても学ぶことができます。

このワークショップの詳細、スケジュール等については、各販売
代理店へお問い合わせください。
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アルテラがエンベデッド・システム開発用のNiosプ
ロセッサを発表（1ページからの続き）

ハード・プロセッサ・コアによるExcaliburソリュー
ションは、ARM社とMIPS Technologies社のプロ
セッサをベースにしたものです。これらのプロセッ
サはアルテラのAPEXアーキテクチャの中に構成さ
れ、ロイヤリティ・フリーの標準製品として高性能
なエンベデッド・ペリフェラルと共に提供されま
す。Excalibur ソリューションは、コンピュータ周
辺機器、工業用および自動車用のコントロール・シ

ステム、画像処理、セットトップ・ボックス、他の
通信関連アプリケーションなどを含む幅広いエンベ
デッド・アプリケーションに最適です。図１は、
Excaliburエンベデッド・プロセッサ・ソリューショ
ンのファミリと各プロセッサの相対的な性能レベル
を示しています。図２は、Niosエンベデッド・プロ
セッサの将来のロードマップを示しています。

コンフィギュラブルなソフト・コア・エンベデッ
ド・プロセッサ、Nios ファミリ

エンベデッド・プロセッサ、Niosファミリはプログ
ラマブル・ロジックに実現することを前提に設計さ
れた業界初の16ビットまたは32ビットのプロセッ
サ・コアです。このため、Niosファミリは50MIPS
（Million Instructions Per Second）までのスピー
ドで動作することができます。１クロック･サイク
ルに１インストラクションを実行する５段のパイプ
ライン構造で設計されているNios ファミリは多様
なエンベデッド・システムのデザイン・ニーズに対
応可能なユーザ・コンフィギュラブル・プロセッサ
であり、16ビットまたは32ビットのデータ幅、32
個から512個の汎用レジスタをサポートしています
（Niosアーキテクチャの詳細については、20ページ
をご覧ください）。高い性能とコンフィギュラビリ
ティに加え、Nios プロセッサはPLDのリソース使
用効率が最高になるように最適化されている特長が
あるため、他のほとんどの標準プロセッサよりも低
いコストで実現することができます。幅広いアプリ
ケーションに対応できるように、Nios は多様な方
法でのコンフィギュレーションをサポートしていま
す。表１はNios を２種類の構造にコンフィギュ
レーションしたときの、それぞれのスピードとリ
ソースの使用率、そしてコストを示しています。

Nios の開発環境

Nios プロセッサはプログラマブル・ロジックに最
適化された次世代のプロセッサ IPです。アルテラ
は、Nios をベースにしたシステムの開発に必要な
すべてのツールを用意しています。ユーザは
MegaWizard  Plug-In を使用して、Nios エンベ
デッド・プロセッサをアルテラのデザイン内に実現
することができます。このMegaWizard Plug-Inは
メニュー・ドリブンとなっており、ユーザがこの
MegaWiazrd Plug-In でNios エンベデッド・プロ
セッサに要求されるパラメータを指定することがで
きます。MegaWizard Plug-In Managerは指定さ
れたパラメータに応じたNios エンベデッド・プロ
セッサのネットリストを生成し、ユーザはアルテラ
のQuartus TM 開発システムを使用してこのネット
リストをアルテラのデザイン内に取り込むことがで
きます。

　表１ EP20K100E に実現したときのNiosのコンフィギュレーションと
リソース使用率

Nios の構成 データ アドレス 全LE数に 全ESB 数に MHz 実現したときの
幅 幅 対する 対する コスト

（ビット） （ビット） 使用率 使用率 (1)

16 bit 16 16 25％ 8～40％ 50 $10

32 bit 32 32 33％ 15～77％ 48 $13

　図１　Excaliburエンベデッド･プロセッサ・ソリューション

　図２　Nios のロードマップ

注：

(1) レジスタ・ファイルのサイズを基準に算出
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Nios エンベデッド･プロセッサ・ファミリを使用す
る場合、UART（Universal Asynchronous Re-
ceiver/Transmitter）、タイマ／カウンタ、メモリ・
コントローラ（SRAM、ROM、FLASH）、 PIO
（Parallel I/O）モジュールを含む複数のペリフェラ
ル・ファンクションも使用可能です。これらのペリ
フェラル・ファンクションは、ユーザが指定した
Nios プロセッサと共に各デザイン内に簡単に構成
することができます。ソフトウェア・コーディング
のサポートに関して、アルテラはRed Hat  社（旧
Cygnus 社）と提携して、広く普及しているパワフ
ルなGNU ベースのC/C++コンパイラとアセンブ
ラを供給します。ソース・レベル・デバッガはシリア
ル・ポートを通じてデバイス内部をアクセスし、動
作コントロール機能やメモリおよびレジスタ・ファ
イルへのアクセスを実現します。図３は、Excalibur
エンベデッド・プロセッサを使用したPLDソリュー
ションの開発フローを示したものです。

Nios 用Excalibur開発キット

アルテラはソフト･コア・エンベデッド・プロセッ
サ、Niosファミリの開発をサポートするため、Nios
エンベデッド・プロセッサ用Excalibur 開発キット

を供給しています。この開発キットには、設計者が
必要とするすべてのハードウェアとソフトウェア･
コンポーネントが含まれており、ユーザはNios エ
ンベデッド・プロセッサを使用するデザインの開発
をすぐに開始することができます。このキットには
以下のものが含まれています。

■ Niosエンベデッド・プロセッサ・ソフト・コア
■ C/C++コンパイラ、アセンブラ、デバッガ、お

よび関連ドキュメント
■ Nios ペリフェラル（UART、メモリ・インタ

フェース、タイマ／カウンタ、PIOモジュール）
■ Quartus開発ソフトウェア（APEXデバイスお

よびSignalTapTMロジック解析機能をサポート）
■ ByteBlasterMVTMダウンロード･ケーブル
■ 開発ボード（APEX EP20K200E デバイス、

SRAM/FLASH、拡張／プロトタイプ用コネク
タ、プロセッサ・トレース・ポートを含む）

■ ソフトウェア・ドライバ（UART､タイマ／カウ
ンタ、PIOモジュール用）

■ SOPCリファレンス・デザイン
■ Niosユーザ・マニュアルとプログラマ・リファ

レンス・マニュアル

　図３　SOPCデザインを簡略化するExcaliburの開発フロー

（６ページに続く）

プロセッサの選択と�
コンフィギュレーション�

ペリフェラルの選択と�
コンフィギュレーション�

レジスタの�
コンフィギュレーション�

ペリフェラル・バス・�
モジュールの生成�

SignalTap Plus

Quartusソフトウェアと�
業界標準のEDAツール�

Cygnus/Red Hatの�
GNUPro�

コンパイラとデバッガ�

C CodeVerilog

APEX�
アーキテクチャ�

PC Trace JTAG



Altera Corporation News & Views Summer  20006

Features

アルテラがエンベデッド・システム開発用のNiosプ
ロセッサを発表（５ページからの続き）

ライセンス方法と供給状況

Excalibur ソリューションで提供される最初のプロ
セッサ・コアはNios エンベデッド・プロセッサで、
すでに入手可能です。Excalibur ファミリのARMコ
アおよびMIPS-basedコアはロイヤリティ・フリー
の標準製品として2000年の第４四半期（10－12月
期）に入手可能になる予定です。Niosエンベデッド・
プロセッサは無償で使用することができます。また、
Niosエンベデッド・プロセッサと一緒に出荷される

製品についても無償の使用ライセンスが提供され、
アルテラのwebサイト（http://www.altera.com）を通
じて、ライセンスを取得することができます。
Excalibur開発キットも供給中で、この中にはライセ
ンスの入手方法に関する情報も含まれています。
Excalibur開発キットの価格、およびライセンスの入
手方法などについては、日本アルテラの販売代理店
またはアルテラのwebサイトで確認してください。
なお、日本アルテラでは、Nios ファミリを使用した
エンベデッド・システムの開発方法を解説するNios
ワークショップの開催を予定しています。詳細につ
いては、各販売代理店にお問い合わせください。

アルテラとRed Hat社が提携して、Niosの開発ソフトウェアを提供

アルテラはRed Hat  社と提携して、エンベデッド･
プロセッサのソフト・コア、NiosTMファミリ用の完
全かつ強力なソフトウェア開発環境をアルテラの
ユーザに提供致します。この密接な提携関係に基
き、Red Hat 社は、特にNios のインストラクショ
ン・セットに最適化したC/C++コンパイラ、アセン
ブラ、デバッガを含むGNUPro エンベデッド・シ
ステム･ツールを開発しました。Red Hat 社に合併
した旧Cygnus 社によって開発されたこの開発
ツールは、Niosエンベデッド・プロセッサを使用し
たデザインをすぐに開発するために必要な他のすべ
てのコンポーネントと共に、Excalibur TM開発キッ
トに含まれています。

アルテラのクリフ・トン（Cliff Tong）、マーケティ
ング担当副社長は「当社とRed Hat 社との提携に
よって、エンベデッド・システムの設計者に対して
強力でオープンな開発プラットフォームが提供され
ることになった。 Niosエンベデッド・プロセッサの
機能をフルに引き出すExcalibur 開発キットによ

り、アルテラはハードウェアとソフトウェアの協調
設計に価値の高い統合化プラットフォームを提供す
る。」とコメントしています。

また、アルテラのマーケティング担当ディレクタ、
マイク・フィップス（Mike Phipps）は「Cygnus
およびRed Hat社は、各種のツールとオペレーティ
ング・システムのもっとも信頼されるプロバイダと
して、エンベデッド･システムの業界で広く知られ
ている。Red Hat社からの支援により、当社のユー
ザは、あらかじめテストと検証が行われている使い
慣れた、また信頼性の高いツールを手に入れること
ができ、同社からのフル・サポートを受けることが
できる。」と付け加えています。

アルテラとRed Hatの両社は、エンベデッド・シス
テム用のコンフィギュラブル･リアル･タイム・オペ
レーティング・システム、eCosのポーティングな
ど、Niosエンベデッド・プロセッサに対するサポー
トを今後も継続的に提供していきます。
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APEX 20KE デバイスの８製品を出荷中

APEXTM 20KEデバイス・ファミリでは、新たに４
種類の新製品がリリースされ、EP20K60E、
EP20K100E、EP20K200E、EP20K300E、
EP20K400E、EP20K600E、EP20K1000E、
EP20K1500Eの計８製品が入手可能となりました。
これらの製品は、FineLine BGATMパッケージを含
む多くの最先端パッケージで供給されています。残
りのAPEX 20KEデバイスは、2000年の第３四半
期（7－9月期）に出荷が開始される予定です。な
お、EP20K30Eを除く、すべてのAPEX デバイス
に対するソフトウェア・サポートが、QuartusTMの
バージョン 2000.05によって提供されています
（表１を参照）。

APEX 20KEデバイスが「True-LVDS」をサポート

現在、アルテラのAPEX 20KEデバイスは、チャネ
ルあたり840Mbps（Megabits per second）まで
のデータ転送レートを可能にした「True-LVDSTM」
ソリューションをサポートしています。この仕様
は、業界で幅広く採用されている LVDS（Low
Voltage Differential Signaling）の標準データ転
送レート、624Mbpsを大幅に上回っています。こ
れによって、APEX 20KEデバイスのプログラマブ
ルなLVDSの帯域幅は26.8Gbps（Gigabits per
second）となりました。

5.0V 対応のAPEX 20K およびAPEX 20KE デ
バイス

アルテラのAPEX 20Kデバイス・ファミリのI/O
バッファが 5.0V の信号にも対応できるように強
化され、5.0Vの PCI（Peripheral Component
Interconnect）仕様にも完全に準拠するようになり
ました。これらの5.0V対応デバイスは現在、出荷
中となっています。

APEX 20KEデバイスは、ピンに外部抵抗を付加す
ることによって5.0V対応となるため、システム・デ
ザインの柔軟性を高めることができます。この
5.0Vへの対応方法についての詳細が、アルテラの
White Paper、「5.0-V Tolerance in APEX 20KE
Devices」で解説されています。このWhite Paper
はアルテラのwebサイト、http://www.altera.comか
らダウンロードすることができます。

EP20K30E 144-pin TQFP (1) 2000 年Q3

144-pin FineLine BGA 2000 年Q3

208-pin PQFP (1) 2000 年Q3

324-pin FineLine BGA 2000 年Q3

EP20K60E 144-pin TQFP サポート済み

144-pin FineLine BGA サポート済み

208-pin PQFP サポート済み

240-pin PQFP サポート済み

324-pin FineLine BGA サポート済み

356-pin BGA (1) サポート済み

EP20K100E 144-pin TQFP サポート済み

144-pin FineLine BGA サポート済み

208-pin PQFP サポート済み

240-pin PQFP サポート済み

324-pin FineLine BGA サポート済み

356-pin BGA サポート済み

EP20K160E 144-pin TQFP サポート済み

208-pin PQFP サポート済み

240-pin PQFP サポート済み

356-pin BGA サポート済み

484-pin FineLine BGA サポート済み

EP20K200E 208-pin PQFP サポート済み

240-pin PQFP サポート済み

356-pin BGA サポート済み

484-pin FineLine BGA サポート済み

652-pin BGA サポート済み

672-pin FineLine BGA サポート済み

EP20K300E 240-pin RQFP (1) サポート済み

652-pin BGA サポート済み

672-pin FineLine BGA サポート済み

EP20K400E 652-pin BGA サポート済み

672-pin FineLine BGA サポート済み

EP20K600E 652-pin BGA サポート済み

672-pin FineLine BGA サポート済み

1,020-pin FineLine BGA サポート済み

EP20K1000E 652-pin BGA サポート済み

672-pin FineLine BGA サポート済み

1,020-pin FineLine BGA サポート済み

EP20K1500E 652-pin BGA サポート済み

1,020-pin FineLine BGA サポート済み

　表１ APEX 20KE デバイスのパッケージ・
オプションとQuartusソフトウェアの
サポート状況

デバイス名 パッケージ・ ソフトウェア・
オプション サポート

状況／予定

注：

(1) TQFP:薄型クワッド・フラット・パック、PQFP:プラスチック・

クワッド・フラット・パック、　BGA:ボール・グリッド・アレイ、

RQFP:パワー・クワッド・フラット・パック

（８ページに続く）
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APEX 20K デバイスの新プロセスへの移行

アルテラは、2.5V動作のEP20K400の製造プロセ
スを0.25ミクロンから0.22ミクロンに移行させて
います。この移行に関する情報が記載されたアルテ
ラのプロセス変更通知書、PCN-0005がアルテラ
のwebサイトに提供されています。

30,000、50,000、およ

び100,000 ゲートの集

積度のACEX 1Kデバイ

スが、すべてのパッケー

ジ・オプションで出荷中

となっています。

ACEX 1K デバイスを出荷中

30,000、50,000、および100,000ゲートの集積
度のACEXTM 1Kデバイスが、すべてのパッケージ・
オプションで出荷中となっています（表２を参照）。
コストに対して最適化されているACEX 1Kデバイ
スは、特にローコストで高性能が要求されるコミュ
ニケーション関連のアプリケーションに最適であ
り、もっとも低価格のプログラマブル・ロジック・
デバイス（PLD）が要求される量産製品のデザイン
に採用することができます。

ACEX 1Kデバイスの-1および-2スピード・グレー
ドの製品は、ClockLockTMとClockBoostTMの機能を
実現するPLL（Phase-Locked Loop）、エンベデッ
ド・デュアル・ポートRAMをフル･サポートしてお
り、64ビット/66MHzのPCI仕様に完全準拠してい
ます。革新的な0.22/0.18ミクロンのハイブリッド・
プロセスの開発と 2.5V のコア動作電圧により、
ACEX 1Kデバイスでは、コスト、性能、そして機能
の３つの要素が理想的に組み合わせられています。
ACEX 1K デバイスのデザインは、MAX+PLUS  II

EP1K10 100-pin TQFP 2000 年９月

144-pin TQFP 2000 年９月

208-pin PQFP 2000 年９月

256-pin FineLine BGA 2000 年９月

EP1K30 144-pin TQPF 供給中

208-pin PQFP 供給中

256-pin FineLine BGA 供給中

EP1K50 144-pin TQFP 供給中

208-pin PQFP 供給中

256-pin FineLine BGA 供給中

484-pin FineLine BGA 供給中

EP1K100 208-pin PQFP 供給中

256-pin FineLine BGA 供給中

484-pin FineLine BGA 供給中

　表２　ACEX 1Kデバイス･ファミリの製品

デバイス名 パッケージ 供給状況／予定

ソフトウェアのバージョン9.6でフル・サポートさ
れています。また、ACEXデバイスに最適化された
幅広いIP（Intellectual Property）ファンクション
もアルテラのオンライン・ストア、MegaStoreTMを
通じて提供されています。

ACEX 2Kデバイスが近く登場

1.8V動作のACEX 2K デバイスが近くリリースさ
れる予定です。これらのデバイスは 20,000～
150,000標準ゲートの集積度をカバーしており、
大量生産されるコミュニケーション製品のデザイン
に対応したコストと性能を実現する利点がありま
す。また、ACEX 2Kデバイスには、さらに拡張、強
化されたPLL回路、最新の標準I/O規格のサポート、
エンベデッド・デュアル･ポートRAMなどの最新機
能も提供されます。ACEX 2K デバイスのデザイン
は、2000年後半にリリースされるQuartusソフト
ウェアの新バージョンでサポートされる予定です。

すべてのFLEX 10KEデバイスが入手可能

EPF10K30E、EPF10K50S、EPF10K100E、
EPF10K130E、EPF10K200Sの各デバイスが、
-1、-2、-3のスピード・グレードで出荷中となって
います。これらのデバイスは0.22ミクロン･プロセ
スで製造されており、64ビット、66MHzのPCI仕
様に完全準拠させるプログラマブルな入力バッファ
を内蔵しています。

-1および-2スピード・グレードのFLEX  10KEデ
バイスには、クロック・スキューの低減とクロック
周波数の逓倍機能を実現するPLL回路を内蔵した
製品が含まれています。これら製品のオーダ・コー
ドの末尾には、"X" のサフィックスが付加されます
（例：EPF10K100EQC208-1X）。FLEX 10KEデ
バイスのデザインに使用されるMAX+PLUS IIソフ
トウェアでは、すべてのパッケージ・オプションが
すでにサポートされています。表３は、2.5V動作の
FLEX 10KEデバイスに提供されているパッケージ・
オプションとスピード・グレードを示しています。

FLEX 10K デバイスの新プロセスへの移行

2.5Vで動作するEPF10K50EとEPF10K200Eの
製造プロセスが0.25ミクロンから0.22ミクロンに
移行されています。その他のFLEX 10KEファミリ
の製品は、すでに0.22ミクロン・プロセスで製造
されています。また、EPF10K50Vの製造プロセス
が、2000年9月から0.3ミクロンの３層メタル・
プロセスから0.3ミクロンの４層メタル・プロセス
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に移行される予定です。表４は、これらデバイスの
新プロセスへの移行時期と関連する参考資料をまと
めたものです。これらの参考資料はアルテラのweb
サイト、http://www.altera.comからダウンロードす
ることができます。

FLEX 10KE デバイスの工業用温度範囲品

すべてのFLEX 10KEデバイスが工業用温度範囲の
グレードでも入手可能になっています。表５には、
これらの工業用温度範囲品がまとめられています。

　表３　FLEX 10KE のデバイス・オプション

デバイス名 パッケージ スピード・
グレード

EPF10K30E 144-pin TQFP -1, -2, -3

208-pin PQFP -1, -2, -3

256-pin FineLine BGA -1, -2, -3

484-pin FineLine BGA -1, -2, -3

PLL（すべてのパッケージ） -1X, -2X

EPF10K50S 144-pin TQFP -1, -2, -3

208-pin PQFP -1, -2, -3

240-pin PQFP -1, -2, -3

256-pin FineLine BGA -1, -2, -3

356-pin BGA -1, -2, -3

484-pin FineLine BGA -1, -2, -3

PLL（すべてのパッケージ） -1X, -2X

EPF10K100E 208-pin PQFP -1, -2, -3

240-pin PQFP -1, -2, -3

256-pin FineLine BGA -1, -2, -3

356-pin BGA -1, -2, -3

484-pin FineLine BGA -1, -2, -3

PLL（すべてのパッケージ） -1X, -2X

EPF10K130E 240-pin PQFP -1, -2, -3

356-pin BGA -1, -2, -3

484-pin FineLine BGA -1, -2, -3

600-pin BGA -1, -2, -3

672-pin FineLine BGA -1, -2, -3

PLL（すべてのパッケージ） -1X, -2X

EPF10K200S 240-pin RQFP -1, -2, -3

356-pin BGA -1, -2, -3

484-pin FineLine BGA -1, -2, -3

600-pin BGA -1, -2, -3

672-pin FineLine BGA -1, -2, -3

PLL（すべてのパッケージ） -1X, -2X

EPF10K10A 3.3 完了 PCN 9810 0.30

EPF10K30A 3.3 完了 PCN 9810 0.30

EPF10K50V 3.3 完了 PCN 9810 0.30 (1)

2000年 PCN 9915 0.30 (2)

９月

EPF10K100A 3.3 完了 PCN 9810 0.30

EPF10K10 5.0 完了 PCN 9901 0.42

ADV 9909

EPF10K20 5.0 完了 PCN 9901 0.42

ADV 9909

EPF10K30 5.0 完了 PCN 9901 0.42

ADV 9909

EPF10K50 5.0 完了 PCN 9901 0.42

ADV 9909

EPF10K50E 2.5 完了 PCN 9911 0.22

EPF10K200E 2.5 完了 PCN 9911 0.22

　表４ FLEX 10Kデバイスの新プロセスへの移行

デバイス名 コア 移行時期 参照資料 移行後
電源電圧 のプロセス
(V) (µm)

注：

(1) 3層メタル・プロセス

(2) 4層メタル・プロセス

すべてのFLEX 10KEデ
バイスが工業用温度範囲

のグレードでも入手可能

になっています。

　表５ FLEX 10KE、工業用温度範囲品の供給
状況

デバイス名 供給状況

EPF10K30EQI208-2 供給中

EPF10K30EFI256-2 供給中

EPF10K50ETI144-2 供給中

EPF10K50EQI240-2 供給中

EPF10K50EFI256-2 供給中

EPF10K50SQI208-2 供給中

EPF10K50SBI356-2 供給中

EPF10K50SFI484-2 供給中

EPF10K100EQI208-2 供給中

EPF10K100EFI256-2 供給中

EPF10K100EFI484-2 供給中

EPF10K130EQI240-2 供給中

EPF10K130EBI356-2 供給中

EPF10K130EFI484-2 供給中

EPF10K200EBI600-2 供給中

EPF10K200SRI240-2 供給中

EPF10K200SBI356-2 供給中

EPF10K200SFI672-2 供給中

（10 ページに続く）
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MAX 7000A デバイス

多くの機能を内蔵しているMAX  7000Aデバイス
は、さらに強化されたイン･システム・プログラマビ
リティ（ISP）、MultiVolt TM I/Oピン、活線挿抜（Hot-
Socketing）をサポートしており、業界標準になっ
ているMAX 7000デバイスとピン互換となってい
ます。3.3Vで動作するMAX 7000Aデバイスは32
から512マクロセルまでの範囲の集積度をカバーし
ており、4.5nsまでのピン間遅延時間を実現してい
ます。現在、すべてのMAX 7000Aデバイスが工業
用温度範囲のグレードでも供給されています。表６
は、MAX 7000Aデバイスの一般用温度範囲品に提
供されているパッケージ・オプションとスピード・
グレードをまとめたものです。

注：

(1) PLCC: プラスチックJ-リード・チップ･キャリア

(2) アルテラが開発した0.8mmピッチのUltra FineLine BGAパッ

ケージです。

EPM7032AE 44-pin PLCC (1) -4, -7, -10

44-pin TQFP -4, -7, -10

EPM7064AE 44-pin PLCC -4, -7, -10

44-pin TQFP -4, -7, -10

49-pin Ultra -4, -7, -10

  FineLine BGA (2)

100-pin TQFP -4, -7, -10

100-pin FineLine BGA -4, -7, -10

EPM7128AE 84-pin PLCC -5, -7, -10

100-pin TQFP -5, -7, -10

100-pin PQFP -5, -7, -10

144-pin TQFP -5, -7, -10

169-pin Ultra -5, -7, -10

  FineLine BGA

256-pin FineLine BGA -5, -7, -10

EPM7256AE 100-pin TQFP -5, -7, -10

100-pin FineLine BGA -5, -7, -10

144-pin TQFP -5, -7, -10

208-pin PQFP -5, -7, -10

256-pin FineLine BGA -5, -7, -10

EPM7512AE 144-pin TQFP -5, -7, -10, -12

208-pin PQFP -5, -7, -10, -12

256-pin BGA -5, -7, -10, -12

256-pin FineLine BGA -5, -7, -10, -12

　表６　MAX 7000AE、一般用温度範囲品のパッ
ケージ・オプションとスピード・グレード

デバイス名 パッケージ スピード・グレード

MAX 7000B が最新の標準 I/O規格をサポート

GTL+（Gunning Transceiver Logic Plus）、SSTL-
2（Stub-Series Terminated Logic for 2.5V）、3.3V
のSSTL-3を含む最新の標準I/O規格をサポートし
ているMAX 7000Bデバイスは、デザインの多様な
要求に適合した柔軟性の高いソリューションとなっ
ています。2.5Vで動作するMAX 7000Bデバイスは
32から512マクロセルまでの集積度をカバーしてお
り、3.5nsまでのピン間遅延時間を実現しています。
さらに、MAX 7000Bデバイスは、強化されたISP
機能、MultiVolt I/O ピン、業界標準のMAX 7000
デバイスとのピン互換性など、多くの特長を備えて
います。表７にMAX 7000Bデバイスの一般用温度
範囲品のパッケージ・オプションとスピード・グレー
ドが示されています。各デバイスの供給状況につい
ては、販売代理店にお問い合わせください。

注：

(1) アルテラが開発した0.8mmピッチのUltra FineLine BGAパッ

ケージです。

EPM7032B 44-pin PLCC -3, -5, -7

44-pin TQFP -3, -5, -7

48-pin TQFP -3, -5, -7

49-pin Ultra -3, -5, -7

  FineLine BGA (1)

EPM7064B 44-pin PLCC -3, -5, -7

44-pin TQFP -3, -5, -7

48-pin TQFP -3, -5, -7

49-pin Ultra -3, -5, -7

  FineLine BGA

100-pin TQFP -3, -5, -7

100-pin FineLine BGA -3, -5, -7

EPM7128B 49-pin Ultra -4, -7, -10

  FineLine BGA

100-pin TQFP -4, -7, -10

100-pin FineLine BGA -4, -7, -10

144-pin TQFP -4, -7, -10

169-pin Ultra -4, -7, -10

  FineLine BGA

256-pin FineLine BGA -4, -7, -10

EPM7256B 100-pin TQFP -5, -7, -10

144-pin TQFP -5, -7, -10

169-pin Ultra -5, -7, -10

  FineLine BGA

208-pin PQFP -5, -7, -10

256-pin FineLine BGA -5, -7, -10

EPM7512B 100-pin TQFP -5, -6, -7, -10

144-pin TQFP -5, -6, -7, -10

169-pin Ultra -5, -6, -7, -10

  FineLine BGA

208-pin PQFP -5, -6, -7, -10

256-pin BGA -5, -6, -7, -10

256-pin FineLine BGA -5, -6, -7, -10

　表７　MAX 7000B、一般用温度範囲品のパッ
ケージ・オプションとスピード・グレード

デバイス名 パッケージ スピード・グレード

MAX 7000Bデバイスは、

強化された I S P 機能、

MultiVolt I/Oピン、業界

標準のMAX 7000デバイ

スとのピン互換性など、多

くの特長を備えています。
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MAX 7000S ファミリ

5.0Vで動作するMAX 7000Sデバイスは、5nsのス
ピード・グレード、ISP機能、オープン・ドレイン出
力オプションをサポートしており、128マクロセル
以上のデバイスには IEEE Std. 1149.1 の JTAG
（Joint Test Action Group）バウンダリ・スキャン・
テスト（BST）回路が内蔵されています。すべての
MAX 7000Sデバイスには、工業用温度範囲の製品が
提供されています。表８に、一般用温度範囲品として
供給されているMAX 7000Sデバイスのパッケージ・
オプションとスピード・グレードが示されています。

MAX 3000A デバイス

MAX 3000Aデバイスは、高い性能を最低のマクロ
セルあたりの価格で必要としているユーザに対する
理想的なローコストのISPソリューションとなって
います。MAX 3000Aは3.3Vで動作するプロダク
ト・タームをベースにしたデバイスで、ローコスト
で大量生産されるデザインをターゲットにした製品
です。MAX 3000Aデバイスは強化されたISP機能
をサポートしており、32から256マクロセルまで
の集積度、4.5nsまでのピン間遅延時間を実現して
います（表９を参照）。

EPM7032S 44-pin PLCC -5, -6, -7, -10

44-pin TQFP -5, -6, -7, -10

EPM7064S 44-pin PLCC -5, -6, -7, -10

44-pin TQFP -5, -6, -7, -10

84-pin PLCC -5, -6, -7, -10

100-pin TQFP -5, -6, -7, -10

EPM7128S 84-pin PLCC -6, -7, -10, -15

100-pin TQFP -6, -7, -10, -15

100-pin PQFP -6, -7, -10, -15

160-pin PQFP -6, -7, -10, -15

EPM7160S 84-pin PLCC -6, -7, -10

100-pin TQFP -6, -7, -10

160-pin PQFP -6, -7, -10

EPM7192S 160-pin PQFP -7, -10, -15

EPM7256S 208-pin PQFP -7, -10, -15

　表８　MAX 7000S、一般用温度範囲品のパッ
ケージ・オプションとスピード・グレード

デバイス名 パッケージ スピード・グレード

4Mビットのコンフィギュレーション・デバイス
が登場

新しい4Mビットのコンフィギュレーション・デバ
イス、EPC4Eが2000年第３四半期（７－９月期）
にリリースされる予定です。このデバイスは44ピ
ンと100ピンのTQFPパッケージと0.8mmピッチ
の144ピンUltra FineLine BGAパッケージで供
給される予定です。また、9Mビットの新しいコン
フィギュレーション・デバイス、EPC9E も開発中
となっており、2000年の第３四半期にリリースさ
れる予定です。これによって、1個の EPC4E で
400,000ゲートのEP20K400Eを、また1個の
EPC9Eで1,000,000ゲートのEP20K1000Eをコ
ンフィギュレーションすることができます。

これらのデバイスには、より高速のコンフィギュ
レーション時間やパラレル・コンフィギュレーショ
ンなどの特長があります。また、１個のデバイスで
複数のAPEXまたはFLEXデバイスをパラレルにコ
ンフィギュレーションして、コンフィギュレーショ
ン時間をさらに高速化することもできます。

EPM3032A 44-pin PLCC -4, -7, -10
44-pin TQFP -4, -7, -10

EPM3064A 44-pin PLCC -4, -7, -10
44-pin TQFP -4, -7, -10
100-pin TQFP -4, -7, -10

EPM3128A 100-pin TQFP -5, -7, -10
144-pin PQFP -5, -7, -10

EPM3256A 144-pin TQFP -6, -7, -10
208-pin PQFP -6, -7, -10

　表９　MAX 3000A デバイスのパッケージ・
オプションとスピード・グレード

デバイス名 パッケージ スピード・グレード

CONFIGURATION

Quartusソフトウェアのバージョン2000.05を
供給中

Quartus ソフトウェアのバージョン2000.05が、
アルテラのサブスクリプション・プログラムに登録
されているすべてのユーザに対して出荷されまし
た。このQuartusの新バージョンは、MAX+PLUS
IIソフトウェアのバージョン9.6、シノプシス社の
シンセシス・ソフトウェアであるFPGA Expressの
3.4アルテラ･バージョン、およびエグゼンプラ・ロ
ジック社のシンセシス・ソフトウェアである
LeonardoSpectrumの1999.jアルテラ・バージョ
ンを含むシングル・アップデート・パッケージと共
に供給されています。Quartusソフトウェアのバー
ジョン2000.05は、大規模なデザインのフィッテ
ングと性能を大幅に改善しています。また、この新
バージョンは、バージョン2000.03でサポートさ
れたデバイス･パッケージに加え、表10に示されて
いるパッケージを新たにサポートしています。

（12 ページに続く）

TOOLS
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MAX+PLUS IIソフトウェ

アのバージョン9.6 がア

ルテラのサブスクリプ

ション・プログラムに登

録されているすべての

ユーザに出荷されており、

この新バージョンは新た

に ACEX 1Kデバイス・

ファミリをサポートして

います。

デバイス＆ツール（11ページからの続き）

Quartusがサポートするオペレーティング・
システム

Quartusソフトウェアのバージョン2000.05でサ
ポートされているオペレーティング・システムが表
11に示されています。

Windows 2000およびHP-UX 11.0 のオペレー
ティング・システムは、今年後半にリリースされる
バージョンでサポートされる予定です。

注：

(1) Quartusソフトウェアのバージョン2000.05は、PLL内蔵デバイ

ス、およびPLLなしのデバイスをサポートしています。

EP20K100 356-pin BGA

EP20K100E 324-pin FineLine BGA

EP20K200 (1) 356-pin BGA

EP20K200E 652-pin BGA,

672-pin FineLine BGA

EP20K300E 240-pin PQFP, 652-pin BGA,

(1) 672-pin FineLine BGA

EP10K600E 672-pin FineLine BGA

(1)

EP20K1000E 652-pin BGA

EP20K160E 144-pin TQFP, 208-pin

(1) PQFP, 240-pin PQFP,

356-pin BGA, 484-pin

FineLine BGA

EP20K1500E 652-pin BGA, 1,020-pin

(1) FineLine BGA

　表10 Quartusのバージョン2000.05 で新
たにサポートされたデバイス

サポート範囲 デバイス名 パッケージ

コンパイル、シ
ミュレーショ
ン、プログラミ
ングをフル・サ
ポート

コンパイレー
ション、シミュ
レーション、ピ
ン配置のみをサ
ポート

　表11 Quartusがサポートするオペレーティ
ング・システム

プラットフォーム オペレーティング・システム

PC Windows 98, Windows NT

UNIX Solaris 2.6, HP-UX 10.20

MAX+PLUS II のバージョン9.6 を出荷中

MAX+PLUS IIソフトウェアのバージョン9.6がア
ルテラのサブスクリプション・プログラムに登録さ
れているすべてのユーザに出荷されており、この新
バージョンは新たにACEX 1Kデバイス・ファミリ
をサポートしています。ACEX 1Kファミリは、ルッ
ク･アップ・テーブル（LUT）をベースにしたアル
テラの新しい中集積度のPLDファミリで、価格要求
の厳しいコミュニケーション関連のアプリケーショ
ンで要求される高い性能と低価格化を実現します。
MAX+PLUS IIのバージョン9.6で新たにサポート
されたデバイスが、表12に示されています。

MAX+PLUS IIのバージョン9.62をアルテラの
webサイトを通じて提供

PCプラットフォーム用MAX+PLUS IIのバージョ
ン9.62により、表13に示されているデバイスの
フル・サポートおよびピン配置機能に対する先行
サポートが提供されています。また、このアップ
デート･バージョンでは、Quartus フィッタの改
善、タイミング・モデルの変更が実施されており、
EPM7128Bと EPM7256Bに対するプログラミ
ング・サポートも追加されています。このアップ
デート･バージョンは、アルテラのwebサイトの左
側にあるメニューから「Software Tools」を開き、
「MAX+PLUS II Update」を選択することによっ
て、ダウンロードが可能になります。

MAX+PLUS II BASELINEまたはE+MAXTM の開
発システムを使用しているユーザは、最新のバージョ
ン9.62を使用することができます。MAX+PLUS II
BASELINEおよびE+MAXのバージョン9.62は、
すでに入手可能になっています。
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EPM7128B 100-pin FineLine BGA,

256-pin FineLine BGA

EPM7256B 100-pin TQFP, 144-pin

TQFP, 208-pin PQFP,

256-pin FineLine BGA

EP1K30 144-pin TQFP, 208-pin

PQFP, 256-pin FineLine

BGA

EP1K50 144-pin TQFP, 208-pin

PQFP, 256-pin FineLine

BGA, 484-pin FineLine BGA

EP1K100 208-pin PQFP, 256-pin

FineLine BGA, 484-pin

FineLine BGA

EPM7128B 49-pin Ultra FineLine BGA,

169-pin Ultra FineLine BGA

EPM7256B 169-pin Ultra FineLine BGA

EPM7512B 169-pin Ultra FineLine BGA

EPM7064AE 49-pin Ultra FineLine BGA

EPM7128AE 169-pin Ultra FineLine BGA

　表12 MAX+PLUS II のバージョン9.6 で新
たにサポートされたデバイス

サポート範囲 デバイス名 パッケージ

コンパイル、シ

ミュレーション、

プログラミング

をフル・サポー

ト

コ ン パ イ レ ー

ション、シミュ

レーション、ピ

ン配置のみをサ

ポート

EPM7128BFC256, EPM7256BFC256,

EPM7512BQC208

ピン配置の EP1K10TC100, EP1K10TC144,

先行サポート EP1K10QC208, EP1K10FC256,

EPM7032BUC49, EPM7064BUC49

　表13 MAX+PLUS IIのバージョン9.62で新
たにサポートされたデバイス

サポート範囲 デバイス名

フル・サポート

サブスクリプション契約の更新について

アルテラは革新的な新パッケージ、スピード、温度
範囲を改善した新たなグレード品を含む製品の開発
と供給を継続的に行っています。また、開発ツール
の性能改善と新しい機能の追加も定期的に実施して
います。これらの最新デバイスと開発ツールの最新
機能を活用するためには、常に最新バージョンの開
発ソフトウェアが必要です。

アルテラは、開発ツール製品の使用ライセンスを提
供するサブスクリプション契約に関して、契約期間
の終了前でも契約の更新を受け付けております。こ
の契約終了日前に契約を更新した場合でも、新たな
契約期間は現在の契約終了日から12ヶ月となり、
実際の契約期間が短縮されることはありません。
アルテラは、常に最新デバイスと開発ツールの最新
機能を活用できるようにするため、現在締結されて
いるサブスクリプション契約の終了日を確認され、
その終了日前に契約を新たに更新されることをお奨
めします。

契約を新たに更新することによって、現在の契約の
終了日から、さらに12ヶ月間にわたって新たにリ
リースされるQuartus およびMAX+PLUS II 開発
ソフトウェアの最新バージョンを受領することがで
きます。また、現在では、サブスクリプション契約
を更新することによって、ワールド・クラスの合成
ツールとシミュレーション・ツールを入手すること
もできます。この契約更新によって提供される合成
ツールには、シノプシスのFPGA Expressのアル
テラ・バージョンと、エグゼンプラ・ロジックの
LeonardoSpectrumのアルテラ・バージョンが含
まれています。また、ビヘイビアHDLシミュレー
ションとテスト・ベンチをサポートしているモデ
ル・テクノロジの、ModelSimのアルテラ・バージョ
ンを入手することもできます。

契約期間の終了前に契約を更新することによって、
QuartusとMAX+PLUS IIの最新バージョンを途切
れなく受領することが保証され、常にアルテラの最
新デバイスを使用したデザインを実現することがで
きます。また、上記のワールド・クラスの合成ツー
ルとシミュレーション・ツールの入手も可能になり
ます。

サブスクリプション契約の更新方法については、日
本アルテラの販売代理店へお問い合わせください。

（14 ページに続く）
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OEM供給されるワールド・クラスの合成ツール
とシミュレーション・ツール用のライセンス･
ファイルが入手可能

アルテラはシノプシス社、メンター・グラフィック
ス社およびモデル・テクノロジ社とOEM供給契約
を締結し、アルテラのユーザにワールド・クラスの
合成ツールとシミュレーション・ツールを供給して
います。アルテラは、サブスクリプション・プログ
ラムに登録されているすべてのユーザに対して、シ
ノプシスのFPGA Express バージョン3.4と、エ
グゼンプラ･ロジックのLeonardoSpectrum Level-
1 バージョン1999.1jの合成ツールを出荷中です。
また、モデル・テクノロジのModelSim アルテラ･
バージョンも近く出荷される予定です。

これらすべてのOEMソフトウェア･ツール、または
その他のツールの使用を可能にするライセンス･
ファイルを入手するときは、アルテラのwebサイト
にアクセスしてください。これらの合成ツールおよ
びシミュレーション・ツールをアルテラのソフト
ウェアと共に使用することを可能にするライセン
ス・ファイルが電子メールを通じて送付されるよう
になっています。FPGA Express は PCプラット
フォーム用の製品のみが供給されており、
FIXEDPCおよびFLOATPCの製品と共に動作しま
す。LeonardoSpectrumとModelSimのアルテラ・
バージョンについては、PCおよびUNIX ワークス
テーション用の双方が供給されており、固定および
フローティング・ノードの構成で使用することがで
きます。

シノプシス社のアルテラ用 FPGA Express は
VHDLとVerilog HDLが混在したデザインのHDL
合成をサポートしています。アルテラが出荷してい
るFPGA Expressの機能は、FPGA Expressの標
準製品と全く同一です。ただし、アルテラからOEM
供給されるFPGA Express は、アルテラ・デバイ
スのみをターゲットにした製品となっています。

LeonardoSpectrum用のライセンス･ファイルは、
アルテラのサブスクリプション契約ごとに、VHDL

またはVerilog用のいずれかを要求することができ
ますが、同時に双方を要求することはできません。
これは、サブスクリプション契約ごとに1種類のみ
のHDLサポートを入手できることを意味します。ア
ルテラ用のLeonardoSpectrum Level-1とLevel-
2のソフトウェア・ツールは2種類のHDLが混在し
たデザインの合成をサポートしていません。アルテ
ラから供給されるLeonardoSpectrum Level-1合
成ツールには、LeonardoSpectrum Level-2の構成
で実現されているすべての機能が含まれています
が、アルテラのデバイスのみをターゲットにした製
品となっています。

アルテラ用ModelSimソフトウェアでは、標準HDL
のデバッギング環境やゲート･レベルのシミュレー
ションにおいて、アルテラのライブラリをサポート
している T c l スクリプティング機能を含む
ModelSim PE のGUI機能を利用することができま
す。ModelSimは、アルテラのサブスクリプション
契約ごとに、VHDLまたはVerilog HDL用のいずれ
かを要求することができますが、同時に双方を要求
することはできません。また、ModelSimのアルテ
ラ・バージョンで、2種類のHDLが混在したデザイ
ンのシミュレーションはサポートされていません。

サブスクリプション・プログラムの契約期間内に受
領したアルテラ用FPGA Expressソフトウェアは問
題なく使用することができますが、アルテラとのサ
ブスクリプション契約の終了後にリリースされた
FPGA Expressの新バージョンを使用することはで
きません。この使用可能期間は、MAX+PLUS IIお
よびQuartusソフトウェアの使用ライセンス期間と
同一です。

アルテラから供給されるエグゼンプラ・ロジックの
LeonardoSpectrum とモデル・テクノロジの
ModelSimに対するライセンス・ファイルはライセ
ンスの要求日から15ヶ月で無効となります。この
失効日以降はこれらの製品を動作させることはでき
ませんが、アルテラのサブスクリプション契約が有
効になっている限り、新たなライセンスを要求し
て、ライセンスの期間をさらに15ヶ月延長させる
ことができます。

Devices & Tools

アルテラはシノプシス社、

メンター・グラフィック

ス社およびモデル・テク

ノロジ社と OEM供給契

約を締結し、アルテラの

ユーザにワールド・クラ

スの合成ツールとシミュ

レーション・ツールを供

給しています。
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Quartusでデザイン性能を改善する方法

QuartusTMソフトウェアのバージョン2000.02以降
では、コア部分とI/Oの性能をさらに高めるための新
しい改良されたタイミング・ドリブンのコンパイ
レーション・アルゴリズムが導入されており、また
クリークの指定に関しても多くの新しい機能が追加
されています。ほとんど場合、Quartusのプッシュ・
ボタン形式の処理により、要求される fMAXとI/Oタ
イミングを達成することができます。また、Quartus
ソフトウェアによるAPEXTMデバイスのデザインで、
下記に示す追加テクニックを使用することによって、
さらに高い性能を実現することが可能になります。

■ タイミング・ドリブン・コンパイレーション
■ クリークおよび他のロジック・オプションの指定
■ バック・アノテーションとマニュアル配置

タイミング・ドリブン・コンパイレーション

Quartusソフトウェアは非常に高い柔軟性を備えて
おり、多数のオプション設定がサポートされていま
す。Quartusでは、デザイン全体をターゲットにし
たタイミング・ドリブン・コンパイレーションの設
定や、各クロック・ドメインごとのデザイン部分を
ターゲットにしたタイミング・ドリブン・コンパイ
レーションの設定を行うことができます（デザイン
内に複数のクロック・ドメインが存在する場合）。一
般的には、各クロック・ドメインごとの設定を行う
ことによって、より高い fMAXを得ることができます
（ただし、マルチプル・クロック･ドメイン解析とホー
ルド･タイム違反の検証が必要）。最適な結果を得る
ためには、グローバル（global）と個別（Individual）
の双方の設定で、実験してみることが必要です。

Quartusソフトウェアのバージョン2000.02以降
では、「Normal compilation」または「Extra effort」
のいずれかの選択が可能になっています。一般的に
は、「Extra effort」の設定で高い fMAXが得られます
が、コンパイル時間は増加します（最大で２倍）。ど
ちらの場合でも、ターゲットの fMAXは要求される値
よりも約10%高く設定し、最高の結果が得られる
までこの値を変化させます。この場合、ターゲット
の値が高すぎると、Quartusソフトウェアに過剰な
コンストレイントが与えられ、むしろ遅い結果が生
成されることもあります。

クリークおよび他のロジック・オプションの指定

Quartusソフトウェアに提供されているクリーク、
Speed vs. Area、Auto-Global Memory Control

Signalsなどのオプションや設定条件を活用して結
果を改善することもできます。

クリーク（Cliques）

Quartusソフトウェアのバージョン2000.02以降で
は、クリークの指定を複数のターゲット・サイズで行
うことができ、ロジックをどの程度の範囲でタイトに
パッキングするかをコントロールすることが可能で
す。この場合、ターゲットにするエリアは、最小で1
個のロジック・アレイ・ブロック（LAB）を、最大で
デバイス全体の半分までを指定することができます。

クリークの指定は、タイミング・ドリブン・コンパ
イレーションを「オン」または「オフ」にした状態
で行うことができます。アルテラは、作成したデザ
インを理解した上で、タイミング・ドリブン・コン
パイレーションをイネーブルにし、階層ベースのク
リークを指定することを推奨します。すべてのク
リーク（図１に示した「Best」の場合を除く）の指
定に応じたハードウェア上のアサインメントが考慮
されますが、場合によっては実現不可能な複雑な指
定になってしまうことがあります。多くのロジック
を非常に狭いエリアに配置することを指定した場合、
フィッティングできない結果になることがあります
（例：12個のロジック・セルを１個のLABに配置す
る設定など）。クリークを指定するロジックのサイズ
が不明確なときは、クリークの種類を「Best」に設
定してください。これによって、Quartus ソフト

TipsDesign

図１ アサインメント・オーガナイザでのクリーク
の選択

（16ページに続く）
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ウェアがターゲットにするクリークのサイズを必要
に応じて変更できるようになります。

タイミング・ドリブン・コンパイレーションを「オ
ン」にして階層のクリークを指定した最初のコンパ
イル結果が得られると、クリティカル･パスを解析
することができます。この場合、複数のクリティカ
ル・パス間に共通するロジックがあれば、これらの
ロジック・セルが相互に接近した位置に配置される
ようにする新たなクリークの指定が可能になります
（図２を参照）。

クリークの追加指定は、デザイン性能が要求されて
いる値よりも非常に低くなっている場合にのみ適用
される必要があります。これは、ロジック・セルが
同じサイズの複数のクリークに配置されていないこ
とを検証しないまま、ロジックに対して複数のク
リークが指定されることを防ぐためです。また、ク
リークの追加指定によって、オリジナルのクリーク
部分にさらにロジックが追加され、フィッティング
が不可能になることもあります。

ロジック・オプションの設定

Quartusソフトウェアのロジック・オプションの設
定も性能の結果に影響を与えます。もっとも重要な
設定は次の２つです。

■ Speed vs. Area: Option & Parameter Settings
（Projectメニュー）のOptimization Technique
オプションを「Speed」に設定してデザインを
性能に対して最適化するか（タイトな配線で、
ファンアウトが冗長なロジックを実現）、「Area」
に設定してデバイス・スペースに対して最適化
するか（ルーズな配線で、最小の最適化された
ロジックを実現）の選択を行うことができま
す。この設定はアルテラ・ハードウェア記述言
語（AHDL）によるテキスト・デザイン・ファ
イル（.tdf）とブロック・デザイン・ファイル
（.bdf）に対してもっとも効果的ですが、すべて
のHDLデザイン･ファイルにも適用することが
できます。Verilog HDLとVHDLのデザインは
サード・パーティの合成ツールで論理合成する
必要があります。

■ Auto-Global Memory Control Signals: このオプ
ションを「オフ」に設定することによって、デ
ザインの性能が改善されることがあります。デ
フォルト設定では、このオプションがイネーブ
ルになっており、メモリ・コントロール信号に
可能な限りグローバル・コントロール・インタ
コネクト･ラインを使用することがQuartusソ
フトウェアに対して指示されます。ただし、内
部生成のコントロール信号がグローバルなコン
トロール・ラインを使用しないとメモリ・ブ
ロックをダイレクトにドライブできないように
なっていると、この設定でメモリ性能が低下す
ることがあります。これは、メモリ・ブロック
と接続されるコントロール信号の配線にグロー
バル･コントロール･ラインが使用されることに
よって、追加の遅延時間が発生するためです。

バック・アノテーションとマニュアル配置

タイミング・ドリブン･コンパイレーションのター
ゲット、クリーク、およびオプションの設定によっ
てデザイン性能が要求される仕様に近くなっても、
まだ不十分なことがあります。このような場合は、
デザイン結果と配置をバック・アノテートし、ロ
ジックの位置をマニュアルで移動させてデザインの
スピードを向上させることができます。バック・ア
ノテーションは以下の理由から強力な性能改善方法
となります。

■ Quartusソフトウェアのあるバージョンで得ら
れたフィッティング結果を他の新しい、または
古いQuartus のバージョンでも維持すること
ができる。

■ Quartusソフトウェアがロジックの配置に消費
する時間が短くなるため、フィッティング時間
の改善が可能（時間単位から分単位に）。

■ デザインの特定部分が固定され、その部分のス
ピードが維持される。

唯一の欠点は、デザインの変更が大規模となった場
合にバック・アノテートされたアサインメントの一
部または大部分が再合成や内部ノード名の変更で失
われる可能性があることです。

デザインをバック・アノテートすべきかどうかの判
断を行うときは、次の指標が参考になります。

■ デザインは安定しているか（さらにコードの変
更があるか）？

■ パスへの依存性（複数のクリティカル･パスに
対して共通になっているロジックがあるか？）

■ 目標の性能を達成していないパスの数はわずかか？
■ コンパイル時間は長いか？

デザインをバック・アノテートするときは、いくつ
かのガイドラインを考慮しておく必要があります。
デザインのリソース使用率が高い場合は（60%以

　図２　共通したロジック・セルのクリーキング

Quartus でデザイン性能を改善する方法
（15ページからの続き）
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上のとき）、ロジック・セルを変更した後での２回目
のフィッティングが確実に行われるようにするた
め、ロジック・セルではなくロジック・アレイ･ブ
ロック（LAB）にバック・アノテートする必要があ
ります。この場合、アサインメントをMegaLABTM

ブロックに変更する必要性が生じることがありま
す。その他のガイドラインは、次の通りです。

■ デザインをバック・アノテートするときは、常に
クリークを無視するか、ディセーブルする。新し
いアサインメントがクリークより優先されます。

■ これまで得られた最高のコンパイル結果を記録
しておくか、バックアップしておく。変更後の
２回目のコンパイル結果がそれまでの最高だっ
た fMAXよりも低速になった場合は、最高の結果
が得られたファイルに戻す必要があります。
ファイルが保存されていれば、これは簡単に実
行できます。

目標はパスの配線遅延を最小に抑えることであり（図
３を参照）、これは可能な限りロジックを特定の範囲
内にまとめることを意味します。クリティカル･パス
がどこでLABまたはMegaLABのバウンダリを越え
ているかを特定し、バウンダリを越えた位置に配置さ
れているロジック・セルを同じLABまたはMegaLAB
に移動させます。Quartusソフトウェアは有効な配置
になっているかを判断して、配線を行います。

どのセルを移動させるかを判断するときは、ファ
ン･インとファン・アウトが最小になっているセル
に注目します。他のクリティカル・パスに与える影
響が最小になるようなセルが存在するはずです。あ
るクリティカル･パスの問題を解決するためにロ
ジック・セルを移動させることによって、他のクリ
ティカル･パスの条件を悪化させることは避けなけ
ればなりません。ただし、場合によっては、あるク
リティカル･パスを修正するときに、特定のパスの
遅延を増加させても問題がないときには、そのパス
の遅延を増加させることが良い解決策になることが
あります。十分にタイミング・マージンがある短い
パス（例：隣接したレジスタ間の接続）は、遅延時
間のバランスを取る上で、変更する良い候補になり
ます（図４を参照）。

複数のクリティカル･パスに共通したロジックをマ
ニュアルで配置を変更することによって、問題を解
決することができます。効率の高い配置は、複数の
パスに現れるロジック・セルを移動させることに
よっても実現できます（例：イネーブル信号やアド
レス・デコーダ、その他の大きなファン・アウトに
なるコントロール信号など）。図５は、あるひとつの
パスを修正することによって、他の複数のパスも修
正される例を示しています。

クリティカル・パスは、できるだけカラム方向の
MegaLABを通るようにすることが重要です（ロ

ウ･インタコネクトの使用を避ける）。MAX+PLUS
IIを使用したFLEXデバイスのデザインでは、パス
を同じロウに維持することによって性能が改善され
ます。ただし、この手法はAPEX とQuartus ソフ
トウェアには適用できません。APEX デバイスの
MegaLABブロックとカラムMegaLABは、FLEX
デバイスのLABとロウLABと等価になります。こ
れは、大きなブロックのロジックにクリークを指定
するときにも適用されます。

まとめ

Quartusソフトウェアのバージョン2000.02以降
では、多様な方法で目標の性能を達成させることが
できる機能が提供されています。プッシュ・ボタン
によるタイミング･ドリブン・コンパイレーション
で要求される性能が達成されなかった場合でも、ク
リークの組み合わせ、オプションの設定、バック・
アノテーション、マニュアルによる配置などによっ
て、APEXデバイスのデザインに要求される性能を
実現できることが多くあります。Quartus ソフト
ウェアで目標の性能を達成するための最高の方法
は、ひとつだけではないことを認識しておくことが
重要です。最高の結果を引き出すオプションはデザ
インごとに異なりますが、この記事に示されている
手法が性能の改善に役立つはずです。

　図３　LAB を基準にして位置の指定を行う

　図４　パス-Aの遅延を増加させることでパス-Bのタイミングを改善

　図５　共通のロジック・セルを同じLAB にアサイン
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ギャップをブリッジ：dataBLIZZARDとReliaspan

Technical Articles ApplicationCustomer

テレコム業界では、新世代の通信インタフェース規
格が相次いで制定されており、最高の性能、高い利
便性、そして汎用性の３つの要素が各製品に求めら
れています。SBS Technologies 社のConnectiv-
ity Products 部門は、これらの要求に対応した２種
類の画期的な新製品、dataBL IZZARDTM と
Reliaspanを開発しました。

dataBLIZZARDソフトウェアは高性能な「point-
to-point」のコミュニケーション・インタフェース
を実現しており、ソフトウェアの負担が最小、また
はなしの状態で、２つのコンピュータによるハード
ウェア・レベルでのデータ共有を可能にします（図
１を参照）。このデータ共有を可能にしている
dataBLIZZARDのPCI（Peripheral Component
Interconnect）インタフェースは柔軟性の高い構成
となっており、PCIバスによる最高の性能を実現し
ています。内蔵のDMA（Direct Memory Access）
エンジンにより、80Mバイト/秒の持続転送レート
でシステム間のデータ転送がサポートされていま
す。プログラムされているI/Oの処理は2ms以内で
リンクを完了させ、最長500mまでの距離をサポー
トしているdataBLIZZARDのギガビット・トラン
シーバを通じてデータの転送を行うことができま
す。dataBLIZZARD製品ファミリはPCI、PCIメ
ザニン･カード（PMC）、CompactPCI フォーマッ
トを含んでおり、メディカル・イメージング、テレ
コミュニケーション、およびその他の工業用アプリ
ケーションに使用できます。

一方、SBS社のReliaspanは、これまでにない高速
性と高スループットを実現する PC I および
CompactPCIコンピュータ用の64ビット拡張シス
テムであり、サーバに 7 個の P C I または
CompactPCIのスロットを追加するI/Oの拡張機能
を実現します。このReliaspanを採用することに
よって、ホスト・サーバにPCIまたはCompactPCI
の追加スロットを必要に応じて設けることができる
ため、システムを簡単に拡張することが可能です。
幅広く利用されているテレコム、コンピュータ・テ
レフォニ関連のアプリケーションでは、これらのシ
ステムが設置されたときにホスト側でサポートでき

るカードの枚数に制限があったため、この拡張機能
はこれらのアプリケーションに特に有効です。

これまで、SBS社はPCIバス･インタフェースを自
社で設計していましたが、このdataBLIZZARDソ
フトウェアと R e l i a s p a n については、I P
(Intellectual Property)を採用して64ビット、
66MHz の PCI 仕様を実現する手法を選択しまし
た。プログラマブル・ロジック・デバイス（PLD）
とPCIファンクションのIPを採用することで、SBS
社はデザインの柔軟性を失うことなく、製品を短期
間で市場に投入することができました。

SBS社はプログラマブル・ロジックのベンダ、６社
から提供されているコアを徹底的に評価しました。
同社は、各社のコアに対して、フレキシビリティ、安
定性、ドキュメント、デザイン再利用の許容性など
を評価基準にしました。この評価作業の結果、SBS
社は、64ビット、66MHzのPCIファンクションの
デザインを提供していた６社の中からアルテラの
FLEX 10Kファミリを選択し、dataBLIZZARDと
Reliaspanの両製品に採用しました。アルテラのデ
バイスが採用されたのは、アルテラのコアだけが4
個以上のベース･アドレス・レジスタを内蔵してい
たためで、これは以前の製品用に書かれたソフト
ウェア・ドライバとの互換性を維持する上で重要な
ファクタでした。

SBS社 Connectivity Products 部門のWilliam
Molyneux 技術担当副社長は「Rel iaspan と
dataBLIZZARDソフトウェアはSBSにとって非常
に大きなブレークスルーをもたらした。両製品は大
量に出荷され、非常に長い製品ライフ・サイクルを
実現することになるだろう。」と述べています。ま
た、Molyneux副社長は「アルテラは、コアを使用
したPCIブリッジに関して十分な経験を有している
唯一のベンダであった。また、アルテラのコアに
よって、当社のリスクは大幅に軽減された。現在、ア
ルテラは当社のベンダではなく、パートナとなって
いる。アルテラはエンジニアリング･リソースを動
員して、当社の開発にきめ細かなサポートを提供し
た。」とコメントしています。

dataBLIZZARD製品ファ

ミリは PCI、PCI メザニ
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Reliaspan CompactPCI拡張システムは3月に開催
された「Computer Telephony Exposition 」で発
表されました。また、dataBLIZZARDファミリは
5月末に開催されたインテル社の「Applied Com-
puting Expo」で発表されました。dataBLIZZARD
とReliaspanの両製品は、すでに複数の大手OEM
プロジェクトへの採用が決定しています。

SBS Technologies社のConnectivity Products部
門は、要求されるほとんどのアプリケーションで動
作するように設計されたバス・ブリッジ、バス拡張
ユニットなどを含む高性能、高信頼性のバス接続製
品を供給しているトップ・メーカです。

SBS Technologies社は、VME、CompactPCI、エ
ンベデッドPCI、およびカスタムのスタンドアロー
ン・アプリケーションに対応した標準バスのエンベ
デッド・コンピュータ・コンポーネンツを生産する
業界のリーダ企業です。SBS社の製品群には、CPU
（PentiumおよびPowerPC）ボード、入出力（I/O）
モジュール、アビオニクス･モジュールとアナライ
ザ、バス・アダプタ製品、拡張ユニット、リアル･タ
イム・ネットワークス、テレメンタリ・ボード、デー
タ・アグイジション・ソフトウェア、DINレイル・
エンベデッドPC、工業用コンピュータなどが含ま
れています。SBS Technologies 社のエンベデッ
ド・コンピュータ・コンポーネンツは、一般民生市
場および航空宇宙産業市場において、コミュニケー
ション、メディカル・イメージング、インダストリ
アル・コントロール、航空計測などの幅広いアプリ
ケーションに採用されています。

SBS Connectivity Products
1284 Corporate Center Drive,
St. Paul, MN 55121-1245
(651) 905-4700
http://www.sbs-cp.com

日本での連絡先：
株式会社ソリトンシステムズ
〒160-0022
東京都新宿区新宿2-4-3
TEL:03-5360-3811
FAX:03-3356-6354
http://www.soliton.co.jp

図１　dataBLIZZARD による接続
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 Nios アーキテクチャとカスタマイゼーション

ArticlesTechnical

Nios エンベデッド・プロセッサの内部

プログラマブル･ロジックをターゲットにして開発
された業界初のRISCプロセッサ、NiosTMソフト・
コア・エンベデッド・プロセッサには、幅広いニー
ズに対応できるように、多数のコンフィギュラブ
ル・エレメントが組み込まれています。図１は、
Nios エンベデッド・プロセッサの基本構成要素を
ブロック図で示しています。アドレスとデータ･バ
スの幅は、最大32ビットにコンフィギュレーショ
ンすることができます。エンベデッド・システム・
ブロック（ESB）に構成されるレジスタ･ファイル
は、32ビットのデータ幅で最大512ワードの深さ
まで設定することができます。また、Niosプロセッ
サのインタラプト・コントローラは、最大64まで
の内部または外部ソースをサポートしています。

Nios ペリフェラルの使用

Niosエンベデッド・プロセッサ用のExcalibur TM開
発キットには、UART(Universal Asynchronous
Receiver/Transmitter)、カウンタ／タイマ、メモ

リ・コントローラ、パラレルI/O（PIO）接続モジュー
ルを含む複数のNios ファミリ用のペリフェラル・
ファンクションが含まれています。SDRAMコント
ローラやSPI、PWM、10/100イーサネットMAC、
IDEディスク・コントローラなどの他のペリフェラ
ル・ファンクションも今年後半にリリースされる予
定です。また、この開発キットにはMegaWizard

Plug-In Managerも含まれており、これらのNios
ペリフェラルをコンフィギュレーションしてNios
エンベデッド・プロセッサに接続する機能を提供し
ています。図２に示すように、ウェイト・ステート、
インタラプト･コントロール、可変バス・サイザ、ア
ドレス･デコーダは、すべてMegaWizard Plug-In
Managerによってペリフェラル･バス・モジュール
（PBM）内に自動的に生成されます。例えば、
MegaWizard Plug-In Managerを使用してどのペ
リフェラルがNiosエンベデッド･プロセッサに割り
込みを与えるかを規定することができます。
MegaWizard Plug-In Managerは割り込みを発生
させるペリフェラルごとにインタラプト用のルッ
ク･アップ・テーブル（LUT）内にそのアドレスを
自動的にアサインし、対応するインタラプト･コン
トロール・ロジックを生成します。また、各ペリフェ
ラルが必要とするウェイト・ステート数を選択する
ことができ、ペリフェラル自身がNios エンベデッ
ド・プロセッサに対するウェイト信号を生成する指
定を行うこともできます。どちらの場合でも、
MegaWizard Plug-In Managerは、要求に応じた
ウェイト・ステート・ジェネレータを生成します。ま
た、MegaWizard Plug-In Managerでは、必要に
応じて、バス・サイズ･コンバータを使用して32
ビットのペリフェラルを16ビットにコンフィギュ
レーションしたNios プロセッサに適合させること
もできます。さらに、MegaWizard Plug-In Man-
agerを使用してPBM内にアドレス・デコーダを構
成し、要求されるチップ・セレクト信号を生成させ
ることもできます。

PBMの生成に加え、MegaWizard Plug-In Man-
agerでは、Niosエンベデッド・プロセッサとPBM
間の接続、PBMとペリフェラル間の接続を定義す
ることもできます。MegaWizard Plug-In Manager
は、これらの接続情報、PBM、Nios プロセッサの
設計情報を含んだVerilog HDLのファイルを出力し
ます。QuartusTMソフトウェアを使用して、これら
のデザイン･ファイルからAPEXTM 20Kデバイスに
Niosエンベデッド･プロセッサのシステムを簡単に
実現することができます。
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　図１　Nios のブロック・ダイヤグラム
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Nios エンベデッド・プロセッサのカスタマイズ

ユーザ選択のパラメータによるカスタマイゼーショ
ンに加え、ユーザが独自のペリフェラルをデザイン
してNios エンベデッド・プロセッサの機能を補完
することもできます。これらのペリフェラルは
APEXデバイスのリソースでサポート可能な範囲で
あれば、カスタムのメモリ・コントローラ、フィル
タやFFTのようなDSPファンクション、エンコー
ダ／デコーダ、特定のインタフェースなど、あらゆ

　図２　Nios エンベデッド･プロセッサとPBM

るタイプのものが実現可能です。ユーザ規定のペリ
フェラルは、アルテラのペリフェラルと同じように
取り扱うことができます。これらに対しても
MegaWizard Plug-In Managerを使用してインタ
ラプトとウェイト・ステートを指定することがで
き、MegaWizard Plug-In Managerが自動的に要
求されるロジックと接続用のファイルを生成します
（ユーザが独自の接続を作成する選択も可能）。

現在のソフトウェア・バージョン

下記のオペレーティング・システムに対応した
MAX＋PLUS  IIソフトウェアの最新版、バー
ジョン9.6が入手可能となっています。

■ Microsoft Windows 95、Windows 98
■ Microsoft Windows NT バージョン3.51

以降
■ Sun Solaris バージョン2.5以降
■ HP-UX バージョン10.20以降

ただし、バージョン11.0以降のHP-UXは、
まだサポートされていません。

■ AIXバージョン4.1以降

下記のオペレーティング･システムに対応した
QuartusTMソフトウェアの最新版、バージョン
2000.05が入手可能になっています。

■ Microsoft Windows 98
■ Microsoft Windows NT
■ Sun Solaris バージョン2.6
■ HP-UX バージョン10.20以降

ただし、バージョン11.0以降のHP-UXは、
まだサポートされていません。
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イン・システム・プログラミングの実現方法

アルテラは、IEEE Std. 1149.1 のJTAG（Joint Test
Action Group）仕様に準拠したデバイスに対して、プ
ラットフォームやベンダに依存しないプログラミング
を可能にした JamTM STAPL（Standard Test and
Programming Language）フォーマットをサポートし
ています。イン・システム・プログラマビリティ（ISP）
の機能は、4本の信号で構成されるJTAGインタフェー
スによって実現されます。また、Jam STAPLはPC
またはワークステーション上、ネットワークを通じた
環境、あるいはエンベデッド・システムなど、あらゆ
る環境でプログラミング・ソフトウェアの実行を可能
にしており、ソフトウェアの作成を簡略化します。

トラブルの発生しないISPを実現するためには、製品
開発の段階で以下の点を考慮しておく必要があります。

■ ボードのレイアウト―JTAG チェインとの接続
TCK信号は、クロックの配線パターンとして扱
うことが必要です。エンベデッド・システムで
は、TCKがプロセッサの汎用I/Oピンから供給
されるため、この点が見逃されがちです。この
配線パターン上での不完全な信号波形が、プロ
グラミング・エラーの原因になっていることが
多く見受けられます。

■ エンベデッド・メモリの容量―フィールドでの
アップグレード
エンベデッド・システムの環境でJam STAPL
Byte-Codeソフトウェアを使用するときは、
JTAGチェイン内のデバイスをプログラムする
ためのメモリ領域が必要になります。フィール
ドでのアップグレードに使用されるプロセッサ
とメモリを選択する前に、この点を十分に考慮
しておくことが重要です。

これらの詳細については、アプリケーション・ノー
ト、AN 100（In-System Programmability
Guidelines）およびAN 122（Using Jam STAPL
for ISP & ICR via an Embedded Processor ─
日本語版発行予定）を参照してください。

アプリケーション・ノート、AN 100とAN 122に
記載された手順に従うことによって、ISPによるコ
ストの低減と製品品質の向上を実現することができ
ます。プログラミング時にエラーが発生した場合
は、図１に示したフロー・チャートを活用すること
で、問題の発生原因を判断することができます。

アルテラのFTPサイト、ftp:\\ftp.altera.com\pub\misc
からJam STAPLファイル、idcode.jamをダウンロー
ドすることができます。アルテラ・デバイスのJTAG
IDCODEを読み出すときは、このファイルを使用し
ます。IDCODEを読み出すことができない場合は、信
号波形が正常になっていない状態や、JTAG信号の接
続に問題があることが考えられます。このようなとき
は、図１のフロー・チャートを活用して、問題がどこ
で発生しているかを判断してください。

　図１　Jamエラー・フロー・チャート

注：

(1) アプリケーション・ノート、AN 100（In-System Programmability Guidelines）
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イン・システム・プログラミングの実現方法
（23ページからの続き）

　図１　Jamエラー・フロー・チャート（続き）

NewsAltera

ロー・コストのプログラマブル・ロジックが求められる

コミュニケーション市場のニーズに対応したACEXデバイス

通信機器の市場は、急速、そしてダイナミックな成
長を続けています。デザイン・サイクルの短縮と業
界標準規格の継続的な改定によって、高い柔軟性と
「Time-to-Market」への要求がさらに高まっていま
す。プログラマブル・ロジックは、このような急激
な変化を続ける市場の製品を実現する上で、非常に
重要な役割を果たします。しかし、大量生産される
アプリケーションでは、低価格化が要求されるた
め、プログラマブル・ロジック・デバイス（PLD）
の採用がこれまで制限される傾向がありました。

アルテラは、新しいACEXTMファミリを登場させ、
このようなコスト上の障害を取り除きました。現
在、プログラマブルな機能が待望されていた低コス
トの通信関連アプリケーションに、ACEXデバイス
による魅力的な低価格ソリューションが実現されて
います。さらに、ACEXデバイスは性能を犠牲にす
ることなく、コミュニケーション・システムに求め
られる多くの機能を実現することができます。
ACEX デバイスはローコストで高性能なソリュー
ションとなっており、コミュニケーション・システ

ムに使用されているASICや特定用途向け標準 IC
（ASSP）の理想的な代替デバイスとなっています。

ACEXデバイスのアプリケーション

コミュニケーション市場では、ネットワークやテレ
コミュニケーション分野の爆発的な成長によって価
格競争の激しいアプリケーションが増大しており、
これに伴って、量産にも対応できるローコストのプ
ログラマブル・ロジック・ソリューションへのニー
ズが急速に高まっています。xDSLモデムやケーブ
ル・モデムの成長率は、インターネットの普及に
よって驚異的な数字となっており、Dataquest社は
これらのモデムの年間平均成長率（CAGR）が
141%にも達すると予想しています。ACEXデバイ
スはこれらのアプリケーションに完全にフィットし
た製品であり、これまでASICやASSPで実現され
ていたプロトコル処理やトランシーバ・モジュール
などのブロックを置き換えることができます。サテ
ライト・オフィスに対する高速通信チャネルへの要
求が高まっているため、リモート・アクセス・コン
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セントレータやアクセス・ルータなども、ACEXデ
バイスの採用が最適となるアプリケーションです。
レーザ・プリンタ、パソコン周辺機器、ローコスト・
スイッチなども、コミュニケーション関連の数多く
のアプリケーションの中でACEXデバイスの利点が
発揮されるほんの数例にすぎません。

ACEXデバイスの価格はASICに匹敵するレベルに
なっており、設計者をASICの実現に消費される貴
重な時間や費用から解放します。さらに、ACEXデ
バイスは迅速な「Time-to-Market」や柔軟性に富
んだデザインの実現、リプログラマビリティ、最新
のPLD開発ツール、「ドロップ・イン」感覚で使用
できる IP（Intellectual Property）など、PLDが
ASICよりも優れている他のすべての利点も実現し
ています。ACEXデバイスは、デザインをASICに
変換するときに発生する初期開発費用（NRE）、仕
様変更や設計ミスによってASICを再設計するリス
ク、これらの変換作業や設計に要する時間も解消し
ます。また、ACEXデバイスに内蔵されている最新
の幅広い機能によって、デザイン内に柔軟性に欠け
る特殊なASSPを使用する必要性も解消されます。
ACEXデバイスの内部には、PLL（Phase-Locked
Loop）、FIFO（First-In First-Out）、RAM、PCI
（Peripheral  Component Interconnect）および
その他の最新標準バス・インタフェースなどを構成
することができます。

ACEXデバイス・ファミリ

ACEXファミリは幅広いデバイスで構成され、これ
らのデバイスによって多様な使用環境と新世代の製
造プロセスに対応したプログラマブル・ソリュー
ションが実現されます。 ACEXファミリの製品は継
続的にリリースされる予定になっており、最初に
2.5V 動作のACEX 1K ファミリが現在出荷中と
なっています。次に、1.8V動作のACEX 2K ファ
ミリが、今年後半にリリースされる予定です。
ACEXファミリは常に最新のプロセスで製造され、
多様な動作電圧をカバーする予定であり、さらに微
細な製造プロセスの採用により、コストと消費電力
を低減しながら、性能を向上させていきます。
ACEXファミリは、今後も多様なアーキテクチャを
採用し、多様な機能を実現していきます。

ACEX 1K デバイス

ACEX 1Kデバイスは現在入手可能になっています。
このローコストな2.5Ｖデバイス・ファミリでは、
価格、性能、そして機能が最適化された形で組み合
わせられています。低価格に加え、ACEX 1Kデバ
イスの大きな特長のひとつが、0.22ミクロン・プロ
セスのトランジスタと0.18ミクロンのメタル・レ
イヤ・インタコネクトを融合させたハイブリッド・
プロセスの採用です。この組み合わせを採用するこ

とによって、ダイ・サイズを標準的な0.22ミクロ
ン・プロセスの場合よりも縮小しながら、要求され
る2.5Vの動作電圧が維持されています。ダイ・サ
イズの縮小は、ウェハーあたりのダイの数を増加さ
せることによるコストの低減と、一定の欠陥密度で
の歩留まりの改善という、大きな２つの利点をもた
らします。さらに、アルテラが特許を保有するレダ
ンダンシ回路技術によって、不純物による影響を受
けたダイを修復して、完全動作するように再生する
ことができるため、歩留まりがさらに改善され、コ
ストが低減されます。

４種類のデバイスで構成されているACEX 1Kファ
ミリは、10,000～100,000標準ゲート（56,000
～257,000最大システム・ゲート）までの範囲の集
積度をカバーしており、115MHzを超える標準シス
テム・スピードの高い性能を実現します。 ACEX 1K
デバイスは、64ビット/66MHzのPCI仕様に準拠
するように設計されています。これによって、オー
プン・システムのデファクト・スタンダードとなり、
またエンベデッド・システムの標準I/Oとしても急
速に採用が進んでいるPCIバス・インタフェースを
採用した高性能コミュニケーション・システムとの
互換性が確保されます。ACEXデバイスには、エン
ベデッドPLLが内蔵されています。このPLLによっ
て実現されるClockLock回路とClockBoost回路か
ら複数のクロック信号を同時に生成することができ
るため、オン・チップで複数のクロック・ドメイン
を作成することや、デバイス使用効率の改善、ボー
ド全体でのクロック・マネージメントが実現可能に
なります。エンベデッドのデュアル・ポート・メモ
リ・ブロックも大幅に強化されており、高速で効率
的なRAM、ROM、デュアル・ポートRAM、FIFO
を非常に簡単に構成することができます。

EP1K30、EP1K50、EP1K100の各デバイスは、薄
型クワッド・フラット・パック（TQFP）、FineLine
BGATMパッケージを含む幅広い最新パッケージで現
在出荷中となっています。また、EP1K10は今年の
第３四半期（7-9月期）から出荷が開始され、大量の
発注には$3.5ドルの単価が適用される予定です。

ACEX 2K デバイス

ACEX 2K デバイスは、2000年後半に入手可能に
なる予定です。これらのデバイスは最新の0.18ミ
クロン・プロセスで製造される予定になっており、
アルテラの最新プロセス・テクノロジの採用による
高い歩留まりと1.8Vの動作電圧での低価格化が実
現されます。ACEX 2K デバイスは 20,000～
150,000標準ゲート（75,000～400,000最大シ
ステム・ゲート）までの範囲の集積度をカバーし、最
新の標準I/O規格や、さらに高い機能のPLLを含む
豊富な機能をサポートする予定です。

Altera News
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アルテラの新しいSignalTap Plusが

チップ内部と外部の同時デバッグ機能を実現

ディジタル・デザインが問題なく完了したかどうか
は、システム全体の動作で判断されます。ただし、プ
ログラマブル・ロジック・デバイス（PLD）がさら
に高集積化、高速化されるに伴って、回路がさらに
複雑になり、デバッグが困難になるという課題が発
生してきました。アルテラが新たに開発した
SignalTapTM Plus システム・アナライザは、こうし
た課題に対応した新しい解析ツールです。PLDと
ボード・レベルの信号との間の境界を越えた解析機
能を実現したSignalTap Plus システム・アナライ
ザは、信号の動作をシステム全体で捕らえ、デバッ
グに要する時間を短縮します。図１は、SignalTap
Plusアナライザとテストされるシステムとの関係を
示しています。

SignalTap Plus システム・アナライザは次世代の
PLD用デバッグ・ツールとなっており、オン・チッ
プのデバッグ機能に32チャネルの外部ロジック・ア
ナライザを付加したシステム・レベルのシグナル・
アクイジション機能を実現しています。この新しい
システム・アナライザはPLDの内部ノードからの信
号とボード・レベルの外部ノードからの信号を同時
にキャプチャすることができ、双方の信号を時間相
関のとれた単独のディスプレイ上に表示することが
できます。

内部および外部ロジック・アナライザを統合

これまで、数千ドル・クラスのベンチ・トップ型ロ
ジック・アナライザには内部（PLD）と外部（ボー
ド・レベル）の双方に対するロジック解析を結合さ
せたシームレスなインタフェース機能は提供されて

おらず、双方のデータを共通の時間相関のとれた画
面上で表示する機能も提供されていませんでした。
SignalTap Plus システム・アナライザは２個の強
力なロジック・アナライザで構成され、そのひとつ
はPLDの内部にエンベデッドに実現され、もう一方
はボード・レベルの信号と接続された形で実現され
ます。これによって、一方のアナライザでキャプ
チャした信号の動きに応じてもう一方のアナライザ
にトリガを与えることが可能になり、トラブルの発
生要因の追跡やシステム・レベルでの解析を効率的
に行うことができます。

PLDの内部信号へのアクセスは、1999年の６月に
発表され、現在のQuartusTM開発システムの中に含
まれているSignalTapエンベデッド・ロジック・ア
ナライザによって行われます。このエンベデッド・
ロジック・アナライザは、システム上でデバイスを
実スピードで動作させながら、PLDの内部ノードか
らの信号をキャプチャします。キャプチャされた
データはエンベデッド・システム・ブロック（ESB）
にストアされ、デバイスをコンフィギュレーション
するときにも使用されるJTAGポートを通じてチッ
プの外部に送出されます。このエンベデッド・ロ
ジック・アナライザのデザインへの追加は、キャプ
チャするノードをリストから選択し、コンパイルす
るだけの簡単な作業で完了します。この場合、ハー
ドウェア記述言語（HDL）のソース・コードを変更
する必要性はなく、Quartusソフトウェアがキャプ
チャする信号が選択されているデザインをコンパイ
ルするときに自動的にエンベデッド・ロジック・ア
ナライザをデバイス内部に構成します。

™

JTAG�
Port

外部�
ロジック・�
アナライザ�

1Mのサンプル�
バッファ�

コンピュータ・�
インタフェース�
(Serial & USB)

エンベデッド・�
ロジック・�
アナライザ�

サンプル・�
バッファ（ESB）�

トリガI/O

QuartusまたはSignalTap Front Panel ソフトウェア�

SignalTap Plusシステム・アナライザ�

(1)

テストされるシステム�

　図１　SignalTap Plus アナライザ

注：

(1) 内部および外部アナライザとの間でのクロス・トリガ
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新しいベンチ・トップ解析機能

SignalTap Plus システム・アナライザは32チャネ
ルの外部ロジック解析機能を備えており、多くのベ
ンチ・トップ型ロジック・アナライザと同等の性能
を最小のコストで実現しています。

SignalTap Plus システム・アナライザは166MHz
の同期および非同期のサンプル・レートをサポート
しており、高速信号のキャプチャにも十分に対応で
きるスピードとなっています。イベント・カウント、
パターン持続期間やトリガ・タイムアウトの検出機
能を内蔵した強力な４レベルのトリガ・シーケンサ
により、イベント・シーケンスに対応した条件でア
ナライザをトリガすることができます。キャプチャ
される信号には、チャネルあたり1Ｍバイトのサン
プル・バッファが設けられているため、コミュニ
ケーションの信号解析で重要な長い期間にわたる信
号の観測も可能です。

SignalTap Front Panelソフトウェア

新たに開発されたSignalTap Front Panel ソフト
ウェアは、内部および外部ロジック・アナライザの
双方をサポートしています。この新しいソフトウェ
アはQuartus開発システムのバージョン2000.05に
組み込まれており、完全な開発環境とデバッグ環境
を提供しています。SignalTap Plus アナライザのデ
バッグ機能だけが必要なときは、Windows 95/98、
またはWindows NT のオペレーティング・システ
ムの PC またはラップトップ・コンピュータで
SignalTap Front Panelソフトウェアをスタンドア
ローンのアプリケーションとして動作させることが
できます。

SignalTap Front Panelソフトウェアは、内部およ
び外部ロジック・アナライザのコントロール機能と
データ表示機能を持っています。トリガ条件、サン
プルの深さ、サンプル・レートの設定は、双方のア
ナライザに対して行うことができます。サンプリン
グされたデータは波形またはタブラ形式のリストで
観測することができ、信号は共通のトリガ・ポイン
ト、または共通のクロックを基準にした時間的な相
関がとれた状態で表示されます。ロジック・アナラ
イザのトリガ条件を指定するとき、または指定した
データの位置を特定してハイライトするときには、
4種類の専用トリガ・パターンが使用可能です。

SignalTap Plus システム・アナライザに取り込ま
れたデータはe-mailを通じて複数の技術者で共有化
することもでき、アクイジション用ハードウェアな
しの状態でもSignalTap Front Panel ソフトウェ
アを使用したオフライン解析を実行することができ
ます。SignalTap Front Panelソフトウェアは、ア
ルテラのwebサイト、http://www.altera.comから無
償でダウンロードすることができます。

SignalTapソリューションを活用することで、デザ
インのデバッグと解析が容易になります。
SignalTap Plusシステム・アナライザはSignalTap
エンベデッド・ロジック・アナライザのすべての機
能を実現しているだけでなく、ボード・レベルの信
号の観測も可能にしています。SignalTap Front
Panelソフトウェアを使用することによって、エン
ベデッド・ロジック・アナライザと外部ロジック・ア
ナライザの双方をコントロールすることができます。
SignalTap Plus システム・アナライザは、システム
のデバッグ時間と製品の市場投入までの期間を短縮
するパワフルな解析ツールです。

製造中止品最新情報

アルテラは製造中止品に関する情報を記載したア
ルテラ連絡通知書（ADV: Altera Distributes
Advisories）と製造中止連絡書（PDN:Product
Discontinuance Notices）を発行しています。特
定デバイスのADVまたはPDNの入手が必要なと
きは、日本アルテラの販売代理店へご連絡くださ
い。一部のPDNとADV、および全製造中止品の
リストは、アルテラのwebサイト、
http://www.altera.comからも入手することができ

ます。各半導体メーカの製造中止品を専門に供給
しているロチェスタ・エレクトロニクス社は、多
数のアルテラの製造中止品を供給しています。詳
細については、ロチェスタ・エレクトロニクス社
のwebサイト、http://www.rocelec.comをご覧に
なるか、同社の日本代理店、小松エレクトロニク
ス（株）（電話：03-3573-6828）へお問い合わ
せください。

SignalTap Plus システ
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DCM Technologies 社のCoreX-V10:

さらに高い性能の仕様に対応した高速メガファンクション

PCI（Peripheral Component Interconnect）ロー
カル・バスの規格は、プロセッサとそのペリフェラ
ル・デバイスとの間のデータのフローを高速化する
ことによってサーバの性能を改善する手段として、
1992年に制定されました。それ以来、ペリフェラ
ル・デバイスに要求されるバンド幅は継続して増大
してきています。Gigaビット・イーサネット、ファ
イバ・チャネル、Ultra-3 SCSIなどの高速I/Oテク
ノロジには、さらに高速のインタコネクト・バスが
要求されます。PCI-Xアーキテクチャは、このよう
な重要な要求に対応するために設計されました。
PCI-Xは64ビット・パス上で133MHzのスピード
で動作し、レジスタ－レジスタ・プロトコルを含む
多くの機能をサポートしています。これらの機能は
システム・バスの性能を強化し、要求される内部タ
イミングを通常のPCIよりも簡単に達成させます。

DCM Technologies 社はPCI-Xアーキテクチャを
実現しているリーダ企業であり、一般市場向けの
PCI-Xファンクションのコア、CoreX-V10を他社
に先駆けて供給しています。DCM Technologies社
は、コミュニケーションやネットワーク用の多くの
アプリケーションと共に、プログラマブル・ロジッ
ク・デバイス（PLD）をターゲットにしたPCI-Xファ
ンクションを開発しました。

市場の要求に対応したPCI-Xの性能

CoreX-V10ファンクションは最初の PCI-X ソ
リューションとなっており、高速アプリケーション
に対して最高1.0Gバイト／秒までのスピードと
PCI-Xバスとアプリケーション・インタフェース間
に柔軟性に富んだインタフェースを実現する
133MHz、64ビットのPCI-Xバスのイニシエータ／
ターゲット・ファンクションとなっています。
CoreX-V10は同期型のアプリケーション・インタ
フェースで32ビット、および64ビットのバス幅を
サポートします。このファンクションはアルテラの
APEX 20KE デバイスに最適化されており、コン
フィギュレーション、メモリ、I/Oの各トランザク
ションをサポートしています。このPCI-Xファンク
ションは、アルテラのAPEX 20KE デバイス上で
66MHzのスピードで動作します。

DCM Technologies 社は、CoreX-V10ファンク
ションがPCI-X 仕様の revision 1.0 および PCI
Local Bus Specification, Revision 2.2に準拠するこ
とを保証するため、厳密なテストを実施しました。
また、このコアにはテスト環境もバンドルされてお
り、ファンクションの適格性とプロトコル違反を
チェックすることができます。このCoreX-V10
ファンクションについては、PCI-XとPCIに精通し
た同社の30名の技術者によるサポートが提供され
ます。

IPコア・デザインのリーダとして、DCM社はこの
ファンクションを数多くのユーティリティとテスト
環境と共に供給しています。このCoreX-V10ファ
ンクションには、以下のものが含まれています。

■ CoreX-V10（ネットリスト、またはPLDアプ
リケーション用のソース）

■ 下記で構成されるセルフ・チェックPCI-Xテス
ト・ベンチ
‒ 自動テスト・ケース・ジェネレータ（TCG）
‒ PCI-Xモニタ、アービタ
‒ バス・ファンクショナル・モデル（BFM）

■ セットアップ、合成、検証、ドキュメント用
CoreX-V10 wizard

■ 3日間のオン・サイト・トレーニングおよびサ
ポートと、電話および電子メールによる継続サ
ポート

このファンクションを現在開発中のプロジェクトや
将来開発予定の製品に採用される場合は、DCM
Technologies 社に連絡して迅速なサービスとサ
ポートを受けてください。

DCM Technologies
39675 Cedar Blvd., #220
Newark, CA 94560
(510) 623-8826
http://www.dcmtech.com

日本での連絡先
ジャスディック・パーク株式会社
〒102-0075 東京都千代田区三番町5-24
山路三番町ビル４Ｆ
電話：03-5214-3351
Fax : 03-5214-3352
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CoreX-V10の特長

CoreX-V10には、以下のような特長があります。

■ 特定のペリフェラルの要求に対するカスタマイ
ズが可能な柔軟性の高い汎用インタフェース

■ PCI-X revision 1.0 および PCI Local Bus
Specification, Revision 2.2に完全準拠

■ APEX 20K アーキテクチャに最適化
■ イニシエータおよびターゲットとして、

1Gbyte/sec.までのバースト・モード・スピー
ドをフル・サポート

■ アルテラの pci_cファンクションに類似した柔
軟性の高い汎用インタフェース

■ 完全同期設計

イニシエータの機能

イニシエータは以下の機能を備えています。

■ コンフィギュレーション・リード／ライト、メ
モリ・リード／ライト・ブロック、スプリット・
コンプリッション（完了）、I/Oリード／ライト
を含むPCI-Xコマンドの発行

■ コンフィギュレーション・リード／ライト、メ
モリ・リード／ライト、I/Oリード／ライト、メ
モリ・ライト・アンド・インバリデート（MWI）、
メモリ・リード・ライン（MRL）を含むPCIコ
マンドの発行

■ 32ビットまたは64ビット・サイクルの開始
■ デュアル・アドレス・サイクル（DAC）を使用

した64ビット・アドレッシングの開始
■ PCIバス・パーキング
■ PCI-Xモードのコンフィギュレーション・サイ

クルに対するアドレス・ステッピング
■ パリティの生成とチェック

ターゲットの機能

ターゲット・コントロール部は以下の機能を備えて
います。

■ タイプ「ゼロ」のコンフィギュレーション・ス
ペース

■ PCI-Xでの"B"のデコードとPCIモードでの低
速化

■ リスト・ポインタ機能のサポート
■ パリティ・エラー検出
■ メモリのサイズとタイプの調整機能（64ビッ

トのメモリBARと32ビットのI/O BAR）のあ
る最大6個までのベース・アドレス・レジスタ
（BAR）

■ リトライ、ディスコネクト、アボートのリクエ
ストが可能なユーザ・ロジック・インタフェース

■ 32ビットおよび64ビットのトランザクション
に応答

■ 64ビットのアドレッシング機能
■ スプリット・サイクルの完了時およびイニシ

エータ・ルールに従ってイニシエータ（マスタ）
に変化

　図１　CoreX-V10のブロック図
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次世代のコミュニケーション・システムのデザイン
に要求される帯域幅とI/O性能は、増加の一途をた
どっています。これらのニーズに対応する方法とし
ては、アルテラのAPEXTM 20KEデバイスに実現さ
れるTrue-LVDSTMソリューションと、他のプログ
ラマブル・ロジック・デバイス（PLD）で実現され
るLVDS（Low-Voltage Differential Signaling）を
エミュレーションするソリューションとがありま
す。LVDSの標準I/O規格は、その高い雑音余裕度
と性能、そして低消費電力特性からコミュニケー
ション関連のアプリケーションへの採用が急速に進
展しています。

この記事は、アルテラのAPEX 20KEデバイスに内
蔵されている専用回路によるTrue-LVDSソリュー
ションと、他社のプログラマブル・ロジック・デバ
イス（PLD）で実現されるLVDS標準I/O規格を比
較した結果をまとめたものです。APEX 20KEデバ
イスはプログラマブル・ロジックの市場でもっとも
強力なLVDSソリューションを実現しており、下記
のような優れた特長を備えています。

■ チャネルあたり840Mビットの帯域幅
■ 専用のLVDS回路を内蔵
■ QuartusTMソフトウェアのプッシュ・ボタン操

作によるコンパイレーション・サポート
■ 慎重な評価結果に基づいて決定されたオン・

チップLVDSピンの配置
■ スキュー除去回路を内蔵
■ 大幅な低消費電力化を実現
■ ボード・レベルでのデザインを簡略化

LVDS の比較

APEX 20KEデバイスに構成されるTrue-LVDSソ
リューションは、PLD 業界の中で唯一、専用の
LVDS回路を使用して実現されています。この専用
回路はLVDSインタフェースの実現に多いに役立
ち、デバイス・レベルで発生する複雑なタイミング
問題も最小のデザイン・ワークで処理することがで
きます。

例えば、APEX 20KEデバイスにはLVDS専用のト
ランスミッタとレシーバ回路が内蔵されており、こ
れらは複数のチャネルをサポートするように設計さ
れています。これらの専用回路によって、LVDSの
タイミング規格への準拠が確実に実現され、適切な
差動信号が生成されます。また、内蔵の専用回路に

よって、高速のLVDS 信号を規定されたデータ・
レートに変換するために必要なシリアル－パラレル
変換とパラレル－シリアル変換も実行され、これら
の機能がデバイス上で簡単に実現されます。他の
PLDはこのような専用のLVDSトランスミッタや
レシーバ回路を内蔵していないため、ロジックと
RAMを使用してこれらの回路機能をエミュレート
する必要があり、これによってユーザ・デザイン部
の構成に必要なデバイス内部の貴重なリソースがす
ぐに消費され、使用可能なメモリの容量も大幅に減
少してしまいます。さらに、専用の回路を使用しな
い場合は、データの高いスループットを達成するこ
とも困難になります。

APEX 20KE デバイスに内蔵されている PLL
（Phase-Locked Loop）は、多様なLVDSをサポー
トしており、APEX 20KEデバイスには、LVDSの
標準I/O規格を1×、4×、7×、8×のデータ転送
モードで実現することができます。APEXデバイス
には、図１に示されているような、840Mbps
（Megabits per second）のスピードをサポートす
る複数のLVDSチャネルを簡単に実現することがで
きます。

True-LVDS ソリューションが840Mbpsの

データ転送レートを実現

高速のLVDSインタフェースは、DWDM（Dense
Wave Division Multiplexing ）システムのような、
複雑なコミュニケーション関連のアプリケーション
で重要な役割を果たします。最近のDWDMでは、
チャネルあたり622Mbpsでの高品質伝送を維持す
るためにオプティカル・コンポーネントの使用が必
要になっています。アルテラは、ローコストのオプ
ティカル・コンポーネントの使用によって発生する
エラーを修正するためのリード・ソロモン・フォ
ワード・エラー・コレクション（FEC）の IP
（Intellectual Property）ファンクションも供給して
おり、このようなIPの活用によるシステム全体のコ
ストを低減するソリューションも提供しています。

　図１　APEX 20KE デバイスのLVDS インタ
フェース
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この IPファンクションは、FECデータをSONET
OC-12のデータに加えますが、これによってLVDS
に必要となる帯域幅は666Mbpsまで増加します。
APEX 20KEデバイスによるTrue-LVDSソリュー
ションは、この帯域幅の追加要求も簡単にサポート
することができます。これによって、アルテラの
True-LVDSソリューションは、テラ・ビット対応
のルータ、スイッチ網、企業向けストレージ・ネッ
トワーク装置などのコミュニケーション関連のアプ
リケーションに対しても最適な価格と最高の性能を
実現します。

APEX 20KEデバイスにはスキューの除去機能を実
現する専用回路も内蔵されており、ボード・レベル
のスキューの補正とデータの正確なキャプチャが行
われます。この専用回路の追加により、アルテラの
True-LVDSソリューションはさらに強力なものに
なっています。

他のPLDにはこのような専用回路が内蔵されてい
ないため、設計者がプリント基板（PCB）上の配線
パターンの長さを調整してクロックとデータ・チャ
ネルのタイミングを合わせる必要が生じることがあ
り、このような場合には非常に煩雑で困難な作業が
要求されます。

True-LVDSの実現

APEX 20KEデバイスによるTrue-LVDSソリュー
ションは、Quartus開発ツールでサポートされてい
るプッシュ・ボタン操作によって簡単に実現するこ
とができます。Quatusソフトウェアは、altlvds_rx
と altlvds_txの２つのメガファンクションを使用し
て、LVDSのトランスミッタとレシーバをダイレク
トに構成します。これらのメガファンクションをデ
ザイン内に組み込むことによって、LVDS インタ
フェースのプッシュ・ボタン形式でのコンパイルが
可能になり、840Mbpsまでの周波数をサポートし
た複数のLVDSチャネルを構成することができま
す。そして、APEX 20KE デバイスに内蔵された
LVDSの専用回路によって、データ転送に要求され
るすべてのタイミングが適切に実現されます。

他のPLDでは、要求されるすべてのタイミングを満
足させるために長い時間とかなりの努力が必要にな
ります。LVDSの機能をエミュレーションした回路
の実現は非常に困難な作業であり、他社のFPGA
（Filed-Programmable Gate Arrays）ではデバイ
ス内部のトランスミッタとレシーバの配線をマニュ
アルで行う必要が生じることもあります。さらに、
トランスミッタとレシーバは関連するクロックと
データ・チャネルに発生する伝播遅延時間によって
大きな影響を受けます。このため、これらの遅延時
間がすべてのプロセス、電圧、温度（PVT）の変動
に対しても確実に適合するようになっていなければ
なりません。

ボード・レベルの問題

APEX 20KE デバイスは、16チャネルの各LVDS
出力に純粋な差動出力ドライバ回路を内蔵していま
す。この専用ドライバ回路の内蔵によって、低消費
電力と低EMI（Electro Magnetic Interference）
特性、そして高い雑音余裕度という利点が得られま
す。このような専用の出力ドライバ回路を内蔵して
いない他社のPLDでは、消費電力が増大し、ノイズ
やEMI が減少せず、むしろ増加する結果となりま
す。

ピンの配置によっては、ボード・レベルのデザイン
でさらに困難な問題が発生します。APEX 20KEデ
バイスでは、32ページの図２に示されているよう
に、各LVDSチャネルに対応した2本のピンがデバ
イス・パッケージの外側のエッジ部分に隣接した位
置に配置されています。このようなピン配置よっ
て、2本のチャネル信号で配線パターンの長さが等
しくなっていないときに発生するボード・レベルで
のスキューが最小に抑えられ、配線パターンのレイ
アウトを簡単に行えるようになります。他社のPLD
では、このような要因が考慮されていない場合があ
り、同じチャネルの2本ピンが遠く離れた位置に配
置されることがあります。このように2本のピン間
に距離があると、ボード・レベルのスキューの発生
によって大きな差動インピーダンスが生成される可
能性があります。このような場合、ボードの設計者
が長さの等しくなっていない配線パターンをマニュ
アルで補正する必要に迫られます。

ピンの配置が不適切になっていると、同相雑音除去
比（CMRR）が低下して、LVDSインタフェースの
性能を劣化させます。LVDS信号はLVDSピン上の
不平衡ノイズに敏感であるため、このような現象は
非連続的に発生します。したがって、2本の信号配
線パターンが同じ長さになっていないと、十分な雑
音余裕度が得られない結果となります。

まとめ

APEX 20KEデバイスはLVDSの標準I/O規格に対
する包括的なTrue-LVDSソリューションを実現し
ており、LVDSインタフェースを高速に、効率的に、
またシンプルに実現します。他社のデバイスでも
LVDSソリューションの提供が主張されています
が、その実現には複雑で困難な作業が伴います。
APEX 20KEデバイスで実現されるTrue-LVDSソ
リューションは、より高い性能、LVDS専用回路、低
消費電力などの利点を備えているため、簡単にまた
効率的にLVDSを使用することができます。

（32ページに続く）

APEX 20KEデバイスに

よるTrue-LVDSソリュー

ションは、Quartus 開発

ツールでサポートされて

いるプッシュ・ボタン操

作によって簡単に実現す

ることができます。
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True-LVDS ソリューションが840Mbps のデータ転
送レートを実現（31 ページからの続き）

高速3Gワイヤレス・アプリケーションの技術革新を推進する

アルテラのターボ・エンコーダとデコーダ

リード・ソロモン・コアの

ようなAPEXファミリの

デバイスに最適化されて

いるアルテラの Turbo

MegaCoreファンクショ

ンは、リード・ソロモン・

コアと同様にエンコーダ

とデコーダが分離された

形で供給されています。

アルテラは、データ訂正機能を実現するForward
Error Correction （フォワード・エラー・コレク
ション）MegaCore ファンクションの製品群に第
３世代（3G）のワイヤレス・アプリケーションで幅
広く使用されるファンクションを新たに追加しまし
た。リード・ソロモンおよびビタビ用のコアに加え、
これらのファミリに追加された最新のMegaCore
ファンクションが、Turbo Encoder（ターボ・エン
コーダ、注文コード：PLSM-TURBO/ENC）とTurbo
Decoder（ターボ・デコーダ、注文コード：PLSM-
TURBO/DEC）です。

Turbo MegaCoreファンクションは、データの高
速性と正確性が求められる3Gワイヤレス・アプリ
ケーション、サテライト・コミュニケーション、ディ
ジタル・ビデオ放送、潜水艦のデータ転送などを
ターゲットにした製品です。

APEXTM ファミリのデバイスに最適化されているア
ルテラのTurbo MegaCoreファンクションは、図
１に示されているように、リード・ソロモン・コア

と同様にエンコーダとデコーダが分離された形で供
給されています。これらのファンクションは、
2Mbps（Megabits per second）までの高速デー
タ・サービスのエラー訂正に使用される Third-
Generation Partnership Project（3GPP）の仕
様に準拠しています。

3GPPの仕様は短期間に制定され、改訂されている
ため、最新の3GPPの仕様に準拠している標準 IC
（ASSP）やASICはまだ存在していません。また、
200Kbps（Kbits per second）程度の処理能力に
留まっているディジタル・シグナル・プロセッサで
は、アルテラのプログラマブル・ロジック・デバイ
ス（PLD）で実現されるような高いスループットを
達成することはできません。

Turbo Encoder ファンクションはストリーム・ド
リブンの動作を行い、ブロック・ベースのコーディ
ング手法を採用しています。2個のインタリーブド・
コンボリューショナル・エンコーダが、P1とP2の
パリティ出力ストリームを生成します。これらのス

　図2　APEX 20KE デバイスにおけるLVDS ピンの配置
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　表１　Turbo Decoderのメモリ構成例　

3 On-chip On-chip 70 EP20K300E

4 Off-chip On-chip 46 EP20K200

5 Off-chip Off-chip 32 EP20K200

5 Off-chip On-chip 58 EP20K300E

5 On-chip On-chip 138 EP20K600E

8 Off-chip Off-chip 46 EP20K200

8 Off-chip On-chip 86 EP20K400

トリームには、帯域幅を減少させるためのパンク
チュア処理が可能です。パンクチュア処理を実施し
ない場合の3GPPのコード・レートは1/3となり、
パンクチュアを行った場合は1/2となります。

受信データに対するパンクチュア処理を行った後、
情報とP1パリティがデコーダ１に入力されます。
ここで、イコライザ（図１に表示されていない）が
受信された値の確率をデコーダ１に伝送します。こ
れによって、デコーダ１には受信されたビットの値
と各ビット値の信頼度レベルが入力されたことにな
ります。デコーダ１はこれらの値を評価して、これ
にP1の確率（パリティ・ビット）を付加して、イ
ンフォメーション・ビットとP2パリティと共にデ
コーダ２に入力します。あらかじめ規定された回数
の処理が実行されると、デコーダの処理が完了し、
出力が得られます。

インタリービング処理を行う目的は、バースト・エ
ラーへの対策です。コンボリューショナル・コード
はランダム・エラーに対する優れた防止策になりま
す。ただし、エラーは連続して発生することがある
ため（バースト・エラー）、インタリーバが壊れてい
るデータを分散させ、データの訂正を容易にしま
す。3GPPで規定されているターボ・デコーダ・イ
ンタリーバは初期数値をベースにして実現される厳
格なインタリーバです。この機能の実現には多くの
労力を必要とするため、アルテラの Turbo De-
coderファンクションは非常に重要なコンポーネン
トとなります。

アルテラの Turbo  Decoder は、LogMAP
（Logarithmic Maximal a-Posteriori ）アルゴリズ
ムの利点を活用しています（max-logMAP、図２を
参照）。このアルゴリズムには多数の計算機能が必
要になり、AlphaメモリとParityメモリの２つのメ
モリ・バンクが使用されます。アルテラのTurbo
Me g aC o r e ファンクションでは、ユーザが
MegaWizard  Plug-In Managerを使用してメモ
リの構成を柔軟に設定できるようになっています
（表１を参照）。

max-logMAPデコーダには、インフォメーション・
ビットあたり2クロック・サイクルが必要です。デ
コーダは2個あるため、１ビットの1回の処理には
４クロック・サイクルが必要です。５回の処理を繰
り返すためには、1ビットあたり20クロック・サイ
クルと、さらにデータの入力と取り出しに約５ク
ロック・サイクルが必要です。このデコーダは-1ス
ピード・グレードのAPEX 20KE デバイスで約
50MHzのスピードで動作することができ、2Mbps
のデータ転送レートを実現します。

アルテラのTurbo CODEC では、EncoderとDe-
coderの双方のファンクションに対してOpenCoreTM

評価機能が提供されており、MegaWizard Plug-Inに
よるカスタマイズも容易に行うことができます。ま
た、このMegaCoreファンクションには、デザイン
の検証用のVHDLとVerilog HDLのシミュレーショ
ン・モデル、およびビット・エラー・レート（BER）
シミュレーション用のCモデルが含まれており、リ
ファレンス・デザインのVHDLソース・コードも併
せて提供されています。急速に立ち上がってきた3G
ワイヤレス・アプリケーションには、ASSPやASIC
によるソリューションがなく、アルテラのTurbo
CODEC MegaCoreファンクションはFECの要求に
適合した貴重な存在となっています。

ソフト・

ビット数

Alpha

メモリ

Parity

メモリ
最適デバイス

ESB

使用数

　図１　Turbo CODECのブロック図

　図２　Turbo Decoderのブロック図
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&AnswersQuestions

Q Windows 2000のプラットフォームでアルテラ
のデバイスをコンフィギュレーションまたはプロ

グラムすることは可能でしょうか?

A readme.txtファイルにリストされているオペレー
ティング・システムに加え、QuartusTMのバー

ジョン2000.03とMAX+PLUS  IIのバージョン9.6の
ソフトウェアは、Windows 2000上でのデバイス・プ
ログラミングとコンフィギュレーションをサポートして
います。

Windows 2000のプラットフォーム上にプログラミ
ング・ハードウェアをインストールするための新し
い INF ファイルがあります。このファイルは、
Quartus ソフトウェアのバージョン 2000.03およ
びMAX+PLUS II ソフトウェアのバージョン9.6で、
<system>\drivers\win2000のディレクトリに存在してい
ます。インストレーションは以下の手順で行います。

１．コントロール・パネルをオープンします（スタート・
メニュー ->設定 ->コントロール・パネル）。

２．「ハードウェアの追加と削除」のアイコンをダブ
ル・クリックし、「ハードウェアの追加と削除のウィ
ザード」と起動し、「次へ」をクリックします。

３．「ハードウェアに関する作業の選択」のパネルで、
「デバイスの追加／トラブルシューティング」を選
択し、「次へ」をクリックします。Windows 2000
は新しい「プラグ・アンド・プレイ」のハードウェ
アをサーチします（「新しいハードウェアの検出」
のウィンドウ）。

４．「ハードウェア・デバイスの選択」のウィンドウで
「新しいデバイスの追加」を選択し、「次へ」をク
リックします。

５．「新しいハードウェアの検索」のウィンドウで「い
いえ、一覧からハードウェアを選択します」を選択
し、「次へ」をクリックします。

６．「ハードウェアの種類」のウィンドウで、「サウン
ド、ビデオ、およびゲームコントローラ」を選択し、
「次へ」をクリックします。

７．「デバイス・ドライバの選択」のウィンドウで、
「ディスク使用」を選択します。

８．Win2000.infのファイルに対する完全なディレク
トリ・パスを指定し（例：＜MAX+PLUS IIのディ
レクトリ＞ \drivers\win2000）、OKをクリックし
ます。

９．「デジタル署名が見つかりません」のワーニング・
ダイアログ・ボックスで「はい」をクリックして
インストレーションを継続します。

10.「デバイス・ドライバの選択」のウィンドウでイン
ストールするハードウェアを選択し、「次へ」をク
リックします。

11.「ハードウェア・インストレーションの開始」のウィ
ンドウにインストールされているハードウェアが
表示されます。「次へ」をクリックします。

12.「デジタル署名が見つかりません」のワーニング・ダ
イアログ・ボックスで「はい」を選択して、イン
ストレーションを継続します。

13.「ハードウェアの追加／削除ウィザード」のウィン

ドウで完了をクリックします。

システムのダイアログ・ボックスに「新しい設定を有
効にするには、再起動が必要です。」という内容のメッ
セージが表示されます。

Q 1個のデバイスに複数のPCI（Peripheral Com-

ponent Interconnect）ファンクションをフィッ

ティングさせることは可能でしょうか?

A はい。複数のPCIファンクションを1個のデ
バイス上にフィッティングさせることができま

す。制限を発生させる要因は、メガファンクションの
サイズとターゲット・デバイスで使用可能なリソース
だけです。例えば、PCI/MT64ファンクションには1個
のFLEX  10Kデバイスで約1,500個のロジック・エ
レメント（LE）が使用されます。したがって、
EPF10K100E（4,992個のLEを内蔵）またはそれよ
り集積度の高いデバイスには２個の PCI/MT64ファン
クションをフィッティングさせることができます。

1 個のデバイスに複数の PCI ファンクションを
フィッティングさせるときに考慮しなければならな
いのがタイミングの問題です。各メガファンション
に対してアルテラから供給されるAssignment &
Configurationファイル（.acf）は、1個のみのファ
ンクションを実現するように設計されています。こ
のため、1個のデバイスに複数個のファンクション
をフィッティングさせたいときは、PCIに関連した
すべてのタイミング要求に適合するようにACFを
修正する必要が生じることがあります。

Q ユーザ・モードにおいて、PLL（Phase-Locked

Loop）の入力クロックをディセーブルした場合、

PLLの出力はどのような状態になりますか?

A 入力クロックを除去すると、clock0とclock1の
出力を使用しているかどうかに応じて、PLLの

出力はＫまたはVで分周される電圧制御発振器（VCO）
の発振周波数の下限（通常は200MHz）までドリフト
します。ここで、VとKの値は2本のPLL出力、clock0
と clock1に対するデバイダの分周比です。また、PLL
がロックしたことを示すロック・ピンがLowレベルに
なります。クロックの供給が再開されると、PLLはその
入力に再度ロックします。

VCOの下限周波数は、プロセス、電圧、温度の条件に
よって、200MHz以下になる可能性があります。

シミュレーションにおいては、シミュレータが周波数
のドリフトをモデリングできないため、PLLの出力が

複数のPCIファンクショ

ンを 1 個のデバイスに

フィッティングさせるこ

とができます。制限を発

生させる要因は、メガ

ファンクションのサイズ

とターゲット・デバイス

で使用可能なリソースで

だけです。
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GNDとして表示されます。また、ロックした状態を示
す信号もこのときにはLowになり、有効なクロックが
出力されていることを確認するときは、このピンの信
号をモニタする必要があります。入力クロックの供給
が再開されると、シミュレーション上でもクロック出
力が現れるようになります。シミュレータはロックの
表示までに一定の遅延があることを想定しています。

Q Error: "The project has more than one chip.

Multi Chip designs are not supported in this

version"（プロジェクトに2個以上のチップがある。こ

のバージョンでは、マルチ・チップ・デザインはサポー
トされない）というエラー・メッセージが表示されまし

た。どのような原因が考えられますか?

A プロジェクトのCompiler Settings File（.csf）
に2つ以上のCHIP記述があったために、この

ようなエラー・メッセージが表示された可能性があり
ます。例えば、CSFに下記のようなコードが存在する
と、エラーが発生します。

...
CHIP(Block1)
{
    DEVICE = AUTO;
}
CHIP(Block2)
{
    DEVICE = AUTO;
}

...

コンパイラはこれをマルチ・デバイスのデザインとし
て理解します。この問題を解決するときは、２つ目の
CHIPセクションを除去し、プロジェクトを再ロード
してください。

Q アルテラの各デバイスは、出力信号に対してど
のような「低速スリュー・レーﾄ・コントロール」

機能を持っているのでしょうか?

A アルテラの APEXTM 20K、APEX 20KE、
ACEXTM 1K、FLEX 10K、FLEX 10KA、FLEX

10KE、FLEX 6000、MAX  7000E、MAX 7000S、
MAX 7000A、MAX 7000AE、およびMAX 3000A
ファミリの各デバイスはスリュー・レートのオプショ
ンをサポートしており、ユーザが各I/Oピンに対して
低速のスリュー・レートを選択できるようになってい
ます。

ACEX 1K、FLEX 10K、FLEX 10KA、FLEX 10KE、
FLEX 6000、およびMAX 7000Eファミリの各デバ
イスでは、このオプションを設定すると、信号の立ち
下りエッジのスリュー・レートが低速化され、立ち上
がりエッジはこのオプションの影響を受けません。

APEX 20K、APEX 20KE、MAX 7000S、MAX
7000A、MAX 7000AE、およびMAX 7000Bファミ
リのデバイスでは、このオプションによって立ち下り
エッジと立ち上がりの双方が影響を受けるようになって
います。

Q Error: "Bounds of non-constant index address -

ing array reach beyond the bounds of  the ar-

ray"（非定数によるアレイのアドレッシングの境界がアレ

イの境界を超えている）いうエラー・メッセージが表示さ

れました。どのような原因が考えられますか?

A このエラー・メッセージは、アレイのインデック
スを指定するときに範囲が制限されていない変

数を使用した場合に発生します。このエラーを防ぐため
には、変数の宣言時に範囲を制限する指定を行う必要が
あります。

例えば、次のようなコードが記述されていると、
MAX+PLUS II ソフトウェアは、上記のエラー・メッ
セージを表示します。

architecture a of test is
signal my_array :
   std_logic_vector(7 downto 0);
signal bitpos :
   std_logic_vector(2 downto 0);
begin
begin

P1 : process (my_array)
variable i : integer;
begin
i := conv_integer(bitpos);
if my_array(i) = ‘1’then

...

上記の記述を下記のように変更すれば、エラー・メッ
セージは表示されません。

architecture a of test is
signal my_array :
   std_logic_vector(7 downto 0)
signal bitpos :
   std_logic_vector(2 downto 0);
begin

P1 : process (my_array)
variable i : integer range 0
   to 7;
begin
i := conv_integer(bitpos);
if my_array(i) = ‘1’then
...

（36 ページに続く）
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High-performance, low-voltage I/O standards have been 

introduced to keep pace with increasing clock speeds, higher data 

rates, and new low-voltage devices. These I/O standards are used 

to interface with memory, microprocessors, backplanes, and 

peripheral devices. Designers who want to use these new 

standards with programmable logic need flexible, high-

performance, multi-standard I/O buffers. Altera’s revolutionary 

APEXTM 20KE devices offer the highest density, highest 

performance programmable logic solution with the necessary I/O 

standards for the communication and computer industries.

Altera® MAX® 7000B devices are the product-term leader in I/O 

standard support: MAX 7000B devices are the only macrocell-

based devices to support Gunning transceiver logic plus (GTL+), 

stub series terminated logic for 2.5 V (SSTL-2), and 3.3-V SSTL-3.

With the new programmable I/O standards supported by �

APEX 20KE and MAX 7000B devices, a single device can 

simultaneously support multiple I/O standards, as well as 

interface with high-speed, low-voltage memory buses and 

backplanes. These I/O standards include low-voltage differential 

signaling (LVDS), which supports data rates up to 622.08 million 

bits per second (Mbps). Programmable I/O standards simplify 

board design. Dedicated circuitry like LVDS is integrated into 

programmable logic devices (PLDs), saving board space, reducing 

pin usage, and improving performance.

This application note provides guidelines for designing with 

selectable I/O standards in Altera devices and covers the following 

topics:

�  Overview of I/O Standards and Applications

�  APEX 20KE and MAX 7000B I/O Standards

�  Operating Conditions

�  Using LVDS

�  Board Termination Schemes

Introduction

Questions & Answers（35ページからの続き）

Q MAXデバイスのデザインで、MAX+PLUS IIソフ

トウェアがデータシートで示されている値よりも

低い fMAXをリポートします。何故でしょうか?

A MAX+PLUS IIソフトウェアによってリポート
されるfMAXの値は、デザイン全体の中でもっと

も遅くなっているレジスタ間のパス（もっとも長いレ
ジスタ間パス）に対する最高クロック周波数です。

各デバイスのデータシートで示されているfMAXのパラ
メータは、ある入力ピンから1個のレジスタを通って
出力ピンに接続されているデータ・パスに対してグ
ローバル・クロックが動作できる最高周波数を表して
います。したがって、このデータシートの値の計算方
法は、MAX+PLUS II ソフトウェアによってリポート
される fMAXとは異なります。

その替わりに、MAXデバイスのデータシートでは、
MAX+PLUS II ソフトウェアによってリポートされる
fMAXを表しているfcntのパラメータが採用されており、
データシート上で各スピード・グレードごとにもっと
も高速に動作できる fcntの値が表示されています。こ
の場合、fcntのパラメータはもっとも高速なレジスタ
間のパス（あるロジック・アレイ・ブロック（LAB）内
のレジスタが同じLAB内の2番目のレジスタをドライ
ブしている状態）に対するクロック周波数を示してい
ます。

MAX デバイスのデータシートでは、従来の TTL
（Transistor-to-Transistor Logic）で定義されるfMAX
が採用されています。ただし、現在では、EPLDの変
革によって、レジスタ間の性能を表す視点から、fcntの
ほうがデバイス性能を示す、より有効な表現方法に
なっています。この結果、データシートでは、この情
報が fcntの形でも提供されるようになっています。

アルテラの新規刊行資料

アルテラから下記の新しい資料が刊行されていま
す。各資料はアルテラのwebサイト、
http://www.altera.comからダウンロードすることが
できます。なお、＊印のある資料は日本語版も発行、
または発行が予定されています。カッコ内の記号
は、アルテラのドキュメント番号です。

■ Altera Digital Library CD-ROM, May 2000
(P-CD-ADL2000-03)

■ Component Selector Guide
(M-SG-COMP-08)*

■ Development Tools Selector Guide
(M-SG-TOOLS-16)*

■ Intellectual Property Selector Guide
(M-SG-MEGAFCTN-03)

■ ACEX 1K Programmable Logic Device
Family Data Sheet (A-DS-ACEX-01.01)*

■ Excalibur Development Kit with the Nios
Embedded Processor Data Sheet
(A-DS-ACEX-01.01)

■ Nios Soft Core Embedded Processor Data Sheet
(A-DS-EXCNIOS-01)

■ SignalTap Plus System Analyzer Data Sheet
(A-DS-SIGTPPLUS-01)

■ AN 115: Using the ClockLock & ClockBoost
Features in APEX Devices (A-AN-115-02)*

■ AN 122: Using Jam STAPL for ISP & ICR via an
Embedded Processor (A-AN-122-01)*

■ AN 125: Evaluating AMPP & MegaCore
Functions (A-AN-125-01)

■ SB 47: System-on-a-Programmable Chip (SOPC)
Development Board (A-SB-047-01)*

■ TB 64: New Features of the Quartus Software
Version 2000.02 (M-TB-64-01)

■ TB 65: Design Fitting: MAX 7000AE vs. ispLSI
2000VE Devices (M-TB-065-01)

■ TB 67: Advanced Synthesis with
LeonardoSpectrum (M-TB-067-01)

■ TB 68: Advanced Synthesis with FPGA Express
(M-TB-068-01)

■ TB 69: HDL Simulation with the ModelSim-
Altera Software (M-TB-069-01)

■ 5.0-V Tolerance in APEX 20KE Devices White
Paper (A-WP-APEX5V-01.01)

■ Using APEX 20KE CAM with the Quartus
Software Design Tool White Paper
(M-WP-CAM-01)*

■ Using LVDS in the Quartus Software White
Paper (A-WP-LVDSQUARTUS-01)*

■ Serial Viterbi Decoders White Paper
(M-WP-HCORES-VSERAB-01)

Questions & Answers
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IssueIn Every

アルテラのプログラミング・ハードウェアのサポート状況

プログラミング・ハードウェアのサポート状況

下記の表１には、アルテラのMAX® 9000、MAX
7000、MAX 3000ファミリの各デバイス、および
コンフィギュレーション・デバイスに対応するプロ
グラミング・アダプタの最新情報が示されていま
す。正しいプログラミングを行うためには、21ペー
ジの「現在のソフトウェア・バージョン」を使用す
る必要があります。

（38 ページに続く）

EPC1064 (2) DIP, J-lead PLMJ1213
EPC1064V (2) TQFP PLMT1064
EPC1441 (3)

EPC1 (3) DIP, J-lead PLMJ1213
EPC1213 (2)

EPC2 (4) J-lead PLMJ1213
TQFP PLMT1064

EPM9320 J-lead (84-pin) PLMJ9320-84
RQFP (208-pin) PLMR9000-208
PGA (280-pin) PLMG9000-280

EPM9320A J-lead (84-pin) PLMJ9320-84
RQFP (208-pin) PLMR9000-208NC (5)

EPM9400 J-lead (84-pin) PLMJ9400-84
RQFP (208-pin) PLMR9000-208
RQFP (240-pin) PLMR9000-240

EPM9480 RQFP (208-pin) PLMR9000-208
RQFP (240-pin) PLMR9000-240

EPM9560 RQFP (208-pin) PLMR9000-208
RQFP (240-pin) PLMR9000-240
PGA (280-pin) PLMG9000-280
RQFP (304-pin) PLMR9000-304

EPM9560A RQFP (208-pin) PLMR9000-208NC (5)
RQFP (240-pin) PLMR9000-240NC (5)

EPM7032 J-lead (44-pin) PLMJ7000-44
PQFP (44-pin) PLMQ7000-44
TQFP (44-pin) PLMT7000-44

EPM7032S J-lead (44-pin) PLMJ7000-44
EPM7032AE TQFP (44-pin) PLMT7000-44
EPM7032B

EPM7064 J-lead (44-pin) PLMJ7000-44
TQFP (44-pin) PLMT7000-44
J-lead (68-pin) PLMJ7000-68
J-lead (84-pin) PLMJ7000-84
PQFP (100-pin) PLMQ7000-100

　表１　アルテラのプログラミング・アダプタ
(1/3)　注(1)

デバイス名 パッケージ アダプタ

EPM7064S J-lead (44-pin) PLMJ7000-44
J-lead (84-pin) PLMJ7000-84
TQFP (44-pin) PLMT7000-44
TQFP (100-pin) PLMT7000-100NC (5)

EPM7064AE J-lead (44-pin) PLMJ7000-44
EPM7064B TQFP (44-pin) PLMT7000-44

TQFP (100-pin) PLMT7000-100NC (5)
FineLine BGA PLMF7000-100
  (100-pin)

EPM7096 J-lead (68-pin) PLMJ7000-68
J-lead (84-pin) PLMJ7000-84
PQFP (100-pin) PLMQ7000-100

EPM7128E J-lead (84-pin) PLMJ7000-84
PQFP (100-pin) PLMQ7000-100
PQFP (160-pin) PLMQ7128/7160-160

EPM7128A J-lead (84-pin) PLMJ7000-84
EPM7128AE PQFP (100-pin) PLMQ7000-100NC (5)
EPM7128B TQFP (100-pin) PLMT7000-100NC (5)
EPM7128S TQFP (144-pin) PLMT7000-144NC (5)

PQFP (160-pin) PLMQ7128/7160-
160NC (5)

FineLine BGA PLMF7000-100
  (100-pin)
FineLine BGA PLMF7000-256
  (256-pin)

EPM7160E J-lead (84-pin) PLMJ7000-84
PQFP (100-pin) PLMQ7000-100
PQFP (160-pin) PLMQ7128/7160-160

EPM7160S J-lead (84-pin) PLMJ7000-84
PQFP (100-pin) PLMQ7000-100NC (5)
PQFP (160-pin) PLMQ7128/7160-

160NC (5)

EPM7192E PGA (160-pin) PLMG7192-160
PQFP (160-pin) PLMQ7192/7256-160

EPM7192S PQFP (160-pin) PLMQ7192/7256-
160NC (5)

　表１　アルテラのプログラミング・アダプタ
(2/3)　注(1)　

デバイス名 パッケージ アダプタ
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EPM7256E PQFP (160-pin) PLMQ7192/7256-160
PGA (192-pin) PLMG7256-192
PQFP (208-pin) PLMR7256-208
RQFP (208-pin) PLMR7256-208

EPM7256A TQFP (100-pin) PLMT7000-100NC (5)
EPM7256S TQFP (144-pin) PLMT7000-144NC (5)
EPM7256AE PQFP (208-pin) PLMT7256-208NC (5)
EPM7256B RQFP (208-pin) PLMT7256-208NC (5)

FineLine BGA PLMF7000-100
  (100-pin)
FineLine BGA PLMF7000-256
  (256-pin)

EPM7512AE TQFP (144-pin) PLMT7000-144NC (5)
EPM7512B PQFP (208-pin) PLMR7256-208NC (5)

BGA (256-pin) PLMB7000-256
FineLine BGA PLMF7000-256
  (256-pin)

EPM3032A J-lead (44-pin) PLMJ3000-44
TQFP (44-pin) PLMT3000-44

EPM3064A J-lead (44-pin) PLMJ3000-44
TQFP (44-pin) PLMT3000-44
TQFP (100-pin) PLMT3000-100NC (5)

EPM3128A TQFP (100-pin) PLMT3000-100NC (5)
TQFP (144-pin) PLMT3000-144NC (5)

EPM3256A TQFP (144-pin) PLMT3000-144NC (5)
PQFP (208-pin) PLMR3256-208NC (5)

　表１　アルテラのプログラミング・アダプタ
(3/3)　注(1)

デバイス名 パッケージ アダプタ

In Every Issue

アルテラのプログラミング・ハードウェアのサポート
状況（37ページからの続き）

注：

(1) ClassicTM デバイス用アダプタの詳細については、「Altera Pro-

gramming Hardware」のデータシートをご覧ください。

(2) FLEX  8000用のコンフィギュレーション・デバイスです。

(3) FLEX 10K、FLEX 8000、FLEX 6000用のコンフィギュレー

ション・デバイスです。

(4) APEXTM 20K、FLEX 10K、FLEX 6000用のコンフィギュレー

ション・デバイスです。

(5) これらのデバイスはキャリア付きで出荷されません。

サード・パーティ・ベンダによるプログラミン
グ・サポート

Data I/O 社、BP Microsystems、System　Gen-
eralの各社は、アルテラのデバイスをサポートした
プログラミング・ハードウェアを供給しています。
各デバイスのプログラミング・アルゴリズムが各社
のwebサイト、（http://www.data-io.com、
http://www.bpmicro.com、http://www.sg.com.tw）を
通じて提供されています。コンフィギュレーショ
ン・デバイス、およびMAX 9000ファミリとMAX
7000ファミリ各デバイスに対するサポート状況は
下記の表２の通りです。

EPC1064  (4)
EPC1213  (4)
EPC1  (4)
EPC1441  (4)
EPC2  (4)

EPM3032A  (4)
EPM3064A  (4)
EPM3128A (5)  (4)
EPM3256A (5) (5)  (4)

EPM7032  (4)
EPM7032AE  (4)
EPM7032S  (4)
EPM7064  (4)
EPM7064AE  (4)
EPM7064S  (4)
EPM7096  (4)
EPM7128A  (4)
EPM7128S  (4)
EPM7128AE (5)  (4)
EPM7128E  (4)
EPM7160E  (4)
EPM7192S  (4)
EPM7192E  (4)
EPM7256A (5)  (4)
EPM7256AE (5) (5)  (4)
EPM7256S  (4)
EPM7256E  (4)
EPM7512AE (5)  (6)  (4)、(5)

EPM9320  (4)
EPM9320A  (4)
EPM9400  (4)
EPM9480  (4)
EPM9560  (4)
EPM9560A  (4)、(5)

　表２　サード・パーティ・ベンダのプログラミ
ング・ハードウェアによるサポート　

デバイス名

Data
I/O
(1)

BP
Microsystems

 (2)

System
General

(3)
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APEX 20K  (3)

APEX 20KE  (3)

ACEX 1K

FLEX 10K

FLEX 10KA

FLEX 10KE

FLEX 8000

FLEX 6000

MAX 9000

MAX 9000A

MAX 7000S

MAX 7000A

MAX 7000B  (3)

MAX 3000A

　表３　ダウンロード・ケーブルの対応表　

デバイス名 MasterBlaster (1) ByteBlasterMV BitBlaster (2)

アルテラからの情報やサービスが従来よりも迅速に行えるようになっています。お問い合わせの内容や要
求されるサービスに応じて、下記へご連絡ください。

情報提供元 連　絡　先

日本アルテラ株式会社 03-3340-9480

株式会社アルティマ 045-939-6113 06-6307-7670
資料のご請求 (1) 株式会社パルテック 045-477-2009 06-6369-4070

World-Wide web
英　語 http://www.altera.com

日本語 http://www.altera.com/japan

価格・納期等について
株式会社アルティマ 045-939-6113 06-6307-7670

株式会社パルテック 045-477-2009 06-6369-4070

日本アルテラ株式会社 03-3340-9480

株式会社アルティマ
045-939-6113 06-6307-7670

技術的なご質問
052-202-1024 028-637-4488

株式会社パルテック 045-477-2009 06-6369-4070

E-mail（日本アルテラ） japan@altera.com

FTP Site (US) ftp.altera.com

製品案内 World-Wide web http://www.altera.com/japan

アルテラへのコンタクト方法

In Every Issue

表２の注：

(1) これらのデバイスはData I/O 社UniSite 用ソフトウェア、バー

ジョン6.3でサポートされています。

(2) これらのデバイスはBP Microsystems 社のプログラマ用ソフト

ウェア、バージョン3.49Aでサポートされています。

(3) これらのデバイスはSystem General社のバージョン1.03でサ

ポートされています。

(4) これらのデバイスは現在サポートされていませんが、アルテラは

現在これらのプログラミング・ハードウェア・サポートに関する検

証作業を行っています。

(5) これらのデバイスに対するサポート予定については、各ベンダに

お問い合わせください。

(6) 256ピンのBGA（ボール・グリッド・アレイ）およびFineLine

BGATMパッケージに対するサポート状況については、各ベンダに

お問い合わせください。

ダウンロード・ケーブル

表３はアルテラのMasterBlasterTMシリアル/USB
（Universal Serial Bus）ポート通信ケーブル、
BitBlasterTMシリアル・ポート・ダウンロード・
ケーブル、およびByteBlasterMVTMパラレル・
ポート・ダウンロード・ケーブルでプログラムま
たはコンフィギュレーションできるデバイスを示
したものです（ByteBlasterTM ダウンロード・
ケーブルはByteBlasterMVケーブルで代替されて
います）。

注：

(1) MasterBlaster通信ケーブルとQuartusソフトウェアを使用することにより、デバイスへのダウンロー

ド、SignalTapTM によるロジック解析を実行することができます。また、MAX+PLUS II のバージョン

9.3以降との併用により、デバイスへのダウンロードを行うことができます。

(2) BitBlasterダウンロード・ケーブルは、5.0Vで動作させる必要があります。

(3) このデバイスに対しては、ByteBlasterMVダウンロード・ケーブルが3.3Vで動作する必要があります。

VCCIOピンは、2.5Vまたは3.3Vのいずれかに接続してください。

注：

（1） MAX+PLUSⅡ Getting Started and Quartus Tutorial Manual はアルテラのwebサイトから入手可能です。他のQuartusTMとMAX+PLUS®Ⅱ

のマニュアルについては、販売代理店または日本アルテラへお問い合わせください。
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アルテラ・デバイス・セレクション・ガイド
このセレクション・ガイドには、アルテラの
APEXTM 20K、ACEXTM 1K、FLEX  10K、FLEX
6000、MAX  9000、MAX 7000、MAX 3000お
よびコンフィギュレーション・デバイス・ファミリ
の製品がまとめられています。他のアルテラ製品に
関する情報は、「コンポーネント・セレクタ・ガイド」

（日本語版）に記載されています。最新の情報につい
ては、アルテラのwebサイト、http://www.altera.com
で確認してください。なお、ここに掲載された製品
の一部はまだ供給されていません。各デバイスの最
新の供給状況については、販売代理店へお問い合わ
せください。

EP20K30E

EP20K60E

EP20K100

 

EP20K100E

 

EP20K160E

 

EP20K200 

EP20K200E

  

EP20K300E

EP20K400

EP20K400E

EP20K600E

EP20K1000E

EP20K1500E

30,000

60,000

100,000

 

100,000

 

160,000

 

 200,000

200,000

 

300,000

400,000

400,000

600,000

1,000,000

1,500,000

144-Pin TQFP, 144-Pin BGA2, 208-Pin PQFP, 324-Pin BGA2

144-Pin TQFP, 144-Pin BGA2, 208-Pin PQFP, 240-Pin PQFP, 

324-Pin BGA2, 356-Pin BGA

144-Pin TQFP, 208-Pin PQFP, 240-Pin PQFP, 324-Pin BGA2,

356-Pin BGA 

144-Pin TQFP, 144-Pin BGA2, 208-Pin PQFP, 240-Pin PQFP,

324-Pin BGA2, 356-Pin BGA

144-Pin TQFP, 208-Pin PQFP, 240-Pin PQFP, 356-Pin BGA,

484-Pin BGA2 

208-Pin RQFP, 240-Pin RQFP, 356-Pin BGA, 484-Pin BGA2 

208-Pin PQFP, 240-Pin PQFP, 356-Pin BGA, 484-Pin BGA2,

652-Pin BGA, 672-Pin BGA2  

240-Pin RQFP, 652-Pin BGA, 672-Pin BGA2

652-Pin BGA, 655-Pin PGA, 672-Pin BGA2

652-Pin BGA, 672-Pin BGA2

652-Pin BGA, 672-Pin BGA2, 1,020-Pin BGA2

652-Pin BGA, 672-Pin BGA2, 1,020-Pin BGA2

652-Pin BGA, 1,020-Pin BGA2

92, 108, 128, 128

92, 108, 151, 183,

204, 204

101, 159, 189, 252,

252       

92, 108, 151, 183, 

246, 246

87, 143, 175, 273, 

324 

144, 174, 279, 382

136, 168, 273, 376,

 376, 376 

152, 408, 408 

502, 502, 502

488, 488

488, 508, 588

488, 508, 708

488, 808

1.8 V

1.8 V

2.5 V

 

1.8 V

 

1.8 V

 

2.5 V

1.8 V

 

1.8 V

2.5 V

1.8 V

1.8 V

1.8 V

1.8 V

1,200

2,560

4,160

 

4,160

 

6,400

 

 8,320

8,320

 

11,520

16,640

16,640

24,320

38,400

51,840

24,576

32,768

53,248

 

53,248

 

81,920

 

  106,496

106,496

 

147,456

212,992

212,992

311,296

327,680

442,368

192

256

416

 

416

 

640

 

 832

832

 

1,152

1,664

1,664

2,432

2,560

3,456

　APEX 20K デバイス�

デバイス名�ゲート数� ピン数／パッケージ・オプション１� I/Oピン数１� 電源電圧� マクロセル数�
ロジック・�
エレメント数�

RAM�
ビット数�

EP1K10

EP1K30

EP1K50

EP1K100

10,000

30,000

50,000

100,000

100-Pin TQFP, 144-Pin TQFP, 208-Pin PQFP, 256-Pin BGA2

144-Pin TQFP, 208-Pin PQFP, 256-Pin BGA2

144-Pin TQFP, 208-Pin PQFP, 256-Pin BGA2, 484-Pin BGA2 

208-Pin PQFP, 256-Pin BGA2, 484 Pin BGA2

66, 102, 130, 130

102, 147, 171

102, 147, 186, 249

147, 186, 333

2.5 V

2.5 V

2.5 V

2.5 V

12,288

24,576

40,960

49,152

576

1,728

2,880

4,992

ACEX 1K デバイス�

デバイス名�ゲート数� ピン数／パッケージ・オプション１� I/Oピン数1 電源電圧� RAMビット数�
ロジック・�
エレメント数�

In Every Issue
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EPF10K10

EPF10K10A

EPF10K20

EPF10K30

EPF10K30A

 

EPF10K30E

EPF10K40

EPF10K50

EPF10K50V

EPF10K50E

EPF10K50S

 

EPF10K70

EPF10K100

EPF10K100A

EPF10K100B

EPF10K100E

 

EPF10K130V

EPF10K130E

 

EPF10K200E

EPF10K200S

EPF10K250A

  10,000

10,000

20,000

30,000

30,000

   

30,000

40,000

50,000

50,000

50,000

50,000

70,000

100,000

100,000

100,000

100,000

 

130,000

130,000

 

200,000

200,000

250,000

84-Pin PLCC, 144-Pin TQFP, 208-Pin PQFP

100-Pin TQFP, 144-Pin TQFP, 208-Pin PQFP, 256-Pin BGA2

144-Pin TQFP, 208-Pin RQFP, 240-Pin RQFP

208-Pin RQFP, 240-Pin RQFP, 356-Pin BGA

144-Pin TQFP, 208-Pin PQFP, 240-Pin PQFP, 256-Pin BGA2,

356-Pin BGA, 484-Pin BGA2

144-Pin TQFP, 208-Pin PQFP, 256-Pin BGA2, 484-Pin BGA2

208-Pin RQFP, 240-Pin RQFP

240-Pin RQFP, 356-Pin BGA, 403-Pin PGA

240-Pin PQFP, 356-Pin BGA, 484-Pin BGA2

144-Pin TQFP, 208-Pin PQFP, 240-Pin PQFP, 256-Pin BGA2, 

484-Pin BGA2

144-Pin TQFP, 208-Pin PQFP, 240-Pin PQFP, 256-Pin BGA2, 

356-Pin BGA, 484-Pin BGA2

240-Pin RQFP, 503-Pin PGA

503-Pin PGA

240-Pin RQFP, 356-Pin BGA, 484-Pin BGA2, 600-Pin BGA

208-Pin PQFP, 240-Pin PQFP, 256-Pin BGA2

208-Pin PQFP, 240-Pin PQFP, 256-Pin BGA2, 356-Pin BGA,

484-Pin BGA2

599-Pin PGA, 600-Pin BGA

240-Pin PQFP, 356-Pin BGA, 484-Pin BGA2, 600-Pin BGA

672-Pin BGA2

599-Pin PGA, 600-Pin BGA, 672-Pin BGA2

240-Pin RQFP, 356-Pin BGA, 484-Pin BGA2, 600-Pin BGA, 

672-Pin BGA2

599-Pin PGA, 600-Pin BGA

59, 102, 134

66, 102, 134, 150

102, 147, 189

147, 189, 246  

102, 147, 189, 191,

246, 246

102, 147, 176, 220 

147, 189

189, 274, 310

189, 274, 291

102, 147, 189, 191, 

254

102, 147, 189, 191, 

220, 254 

189, 358

406

189, 274, 369, 406

147, 189, 191

147, 189, 191, 274,

338

470, 470

186, 274, 369, 424,

413

470, 470, 470 

182, 274, 369, 470,

470 

470, 470

5.0 V

3.3 V

5.0 V

5.0 V

3.3 V

 

2.5 V

5.0 V

5.0 V

3.3 V

2.5 V

 

2.5 V

 

5.0 V

5.0 V

3.3 V

2.5 V

2.5 V

3.3 V

2.5 V

2.5 V

2.5 V

3.3 V

-3, -4

-1, -2, -3

-3, -4

-3, -4

-1, -2, -3

 

-1, -2, -3

-3, -4

-3, -4

-1, -2, -3, -4

-1, -2, -3

-1, -2, -3

 

-2, -3, -4

-3, -4

-1, -2, -3

-1, -2, -3

-1, -2, -3

-2, -3, -4

-1, -2, -3

 

-1, -2, -3

-1, -2, -3

 

-1, -2, -3

     576

576

 1,152

  1,728

1,728

1,728

  2,304

  2,880

2,880

2,880

2,880

  3,744

  4,992

4,992

4,992

4,992

 

6,656

6,656

 

9,984

9,984

12,160

     6,144

6,144

  12,288

12,288

12,288

24,576

16,384

20,480

20,480

40,960

40,960

  18,432

24,576

24,576

24,576

49,152

 

32,768

65,536

 

98,304

98,304

40,960

　FLEX 10K デバイス�

デバイス名�ゲート数� ピン数／パッケージ・オプション� I/Oピン数� 電源電圧�
スピード・�
グレード�

RAM�
ビット数�

ロジック・�
エレメント数�

EPF6010A

EPF6016

EPF6016A

EPF6024A

10,000

16,000

16,000

24,000

  

100-Pin TQFP, 144-Pin TQFP

144-Pin TQFP, 208-Pin PQFP, 240-Pin PQFP, 256-Pin BGA

100-Pin TQFP, 100-Pin BGA2, 144-Pin TQFP, 208-Pin PQFP, 

256-Pin BGA2

144-Pin TQFP, 208-Pin PQFP, 240-Pin PQFP, 256-Pin BGA, 

256-Pin BGA2

71, 102

117, 171, 199, 204

81, 81, 117, 171, 

171

117, 171, 199, 218, 

218

3.3 V

5.0 V

3.3 V

3.3 V

-1, -2, -3

-2, -3

-1, -2, -3

-1, -2, -3

880

1,320

1,320

1,960

880

1,320

1,320

1,960

　FLEX 6000 デバイス�

デバイス名�ゲート数� ピン数／パッケージ・オプション� I/Oピン数� 電源電圧�
スピード・�
グレード�

フリップ・�
フロップ数�

ロジック・�
エレメント数�

EPC1064

EPC1064V

EPC1213

EPC14413

EPC13

EPC23

EPC4E4

8-Pin PDIP, 20-Pin PLCC, 32-Pin TQFP

8-Pin PDIP, 20-Pin PLCC, 32-Pin TQFP

8-Pin PDIP, 20-Pin PLCC

8-Pin PDIP, 20-Pin PLCC, 32-Pin TQFP

8-Pin PDIP, 20-Pin PLCC

20-Pin PLCC, 32-Pin TQFP

44-Pin TQFP, 84-Pin BGA5

5.0 V

3.3 V

5.0 V

3.3/5.0 V

3.3/5.0 V

3.3/5.0 V

2.5/3.3 V

FLEX 8000デバイス用64Kビット　シリアル・コンフィギュレーション・デバイス�

FLEX 8000デバイス用64Kビット　シリアル・コンフィギュレーション・デバイス�

FLEX 8000デバイス用213Kビット　シリアル・コンフィギュレーション・デバイス�

FLEXデバイス用441Kビット　シリアル・コンフィギュレーション・デバイス�

FLEXおよびAPEXデバイス用1Mビット　シリアル・コンフィギュレーション・デバイス�

APEX、FLEX 10K、FLEX 10KE、FLEX 6000デバイス用2Mビット　シリアル・
�

コンフィギュレーション・デバイス�

すべてのAPEXおよびFLEX 10Kデバイス用4Mビット　シリアル／パラレル・コンフィギュ�

レーション・デバイス�

　APEXおよびFLEXデバイス用コンフィギュレーション・デバイス�

デバイス名� ピン数／パッケージ・オプション� 電源電圧� 説　明�

In Every Issue

（42 ページに続く）
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-5, -6, -7, -10

-4, -7, -10

-3, -5, -7

-5, -6, -7, -10

-4, -7, -10

-3, -5, -7

-6, -7, -10, -15

-6, -7, -10, -12

-5,-7,-10

-4, -7, -10

 

-7, -10, -15

-7, -10, -15

-7, -10, -15

-7, -10, -12

-5, -7, -10

-5, -7, -10

-5, -7, -10, -12

-5, -6, -7, -10

5.0 V

3.3 V

2.5 V

5.0 V

3.3 V

2.5 V

5.0 V

3.3 V

3.3 V

2.5 V

5.0 V

5.0 V

5.0 V

3.3 V

3.3 V

2.5 V

3.3 V

2.5 V

36

36

36, 36

36, 52, 68, 68

38, 40, 40, 68

38, 40, 40, 68, 

68

68, 84, 100

68, 84, 84, 100, 100

68, 84, 84, 100, 

100, 100

40, 84, 84, 100,

100, 100

64, 84, 104

124

164

84, 120, 164, 164

84, 84, 120, 164, 164

84, 120, 140, 164, 164, 

164

120, 176, 212, 212

84, 120, 140, 212, 212, 

212

44-Pin PLCC/TQFP

44-Pin PLCC/TQFP

44-Pin PLCC/TQFP, 48-Pin TQFP

44-Pin PLCC/TQFP, 84-Pin PLCC, 100-Pin TQFP

44-Pin PLCC/TQFP, 49-Pin BGA5, 100-Pin TQFP, 100-Pin BGA2

44-Pin PLCC/TQFP, 48-pin TQFP, 49-Pin BGA1, 100-Pin TQFP, 

100-Pin BGA2

84-Pin PLCC, 100-Pin PQFP/TQFP, 160-Pin PQFP

84-Pin PLCC, 100-Pin TQFP, 100-Pin BGA2, 144-Pin TQFP, 256-Pin BGA2

84-Pin PLCC, 100-Pin TQFP, 100-Pin BGA2, 144-Pin TQFP, 

169-Pin BGA5, 256-Pin BGA2

49-Pin BGA5, 100-Pin TQFP, 100-Pin BGA2, 144-Pin TQFP, 

169-Pin BGA5, 256-Pin BGA2

84-Pin PLCC, 100-Pin TQFP, 160-Pin PQFP

160-Pin PQFP

208-Pin PQFP

100-Pin TQFP, 144-Pin TQFP, 208-Pin PQFP, 256-Pin BGA2

100-Pin TQFP, 100-Pin BGA2, 144-Pin TQFP, 208-Pin PQFP, 256-Pin BGA2

100-Pin TQFP, 144-Pin TQFP, 169-Pin BGA5, 208-Pin PQFP, 256-Pin BGA2, 

256-Pin BGA

144-Pin TQFP, 208-Pin PQFP, 256-Pin BGA2, 256-Pin BGA

100-Pin TQFP, 144-Pin TQFP, 169-Pin BGA5, 208-Pin PQFP, 256-Pin BGA2, 

256-Pin BGA

EPM7032S

EPM7032AE

EPM7032B

EPM7064S

EPM7064AE

EPM7064B

EPM7128S

EPM7128A

EPM7128AE

EPM7128B

 

EPM7160S

EPM7192S

EPM7256S

EPM7256A

EPM7256AE

EPM7256B

EPM7512AE

EPM7512B

32

32

32

64

64

64

128

128

128

128

160

192

256

256

256

256

512

512

　MAX 7000 デバイス�

デバイス名� マクロセル数� ピン数／パッケージ・オプション� I/Oピン数� 電源電圧�
スピード・�
グレード�

-4, -7, -10

-4, -7, -10

-5, -7, -10

-6, -7, -10

3.3 V

3.3 V

3.3 V

3.3 V

34, 34

34, 34, 66

80, 96

116, 158

44-Pin PLCC, 44-Pin TQFP

44-Pin PLCC, 44-Pin TQFP, 100-Pin TQFP

100-Pin TQFP, 144-Pin PQFP

144-Pin TQFP, 208-Pin PQFP

EPM3032A

EPM3064A

EPM3128A

EPM3256A

32

64

128

256

MAX 3000 デバイス�

デバイス名� マクロセル数� ピン数／パッケージ・オプション� I/Oピン数� 電源電圧�
スピード・�
グレード�

表中の注：

(1) 暫定仕様です。最新情報については、日本アルテラへお問い合わせください。

(2) これらのパッケージは、実装スペースを削減するFineLine BGAパッケージです。

(3) これらのデバイスは、3.3Vまたは5.0Vのいずれかの電源電圧で動作するようにプログラムすることができます。

(4) このデバイスは、2.5Vまたは3.3Vのいずれかの電源電圧で動作するようにプログラムすることができます。

(5) このパッケージは、アルテラが開発した実装スペースを削減する0.8ミリ・ピッチの最新パッケージ、Ultra FineLine BGAパッケージです。

EPM9320A

EPM9320

EPM9400

EPM9480

EPM9560A

EPM9560

320

320

400

480

560

560

84-Pin PLCC, 208-Pin RQFP, 356-Pin BGA

84-Pin PLCC, 208-Pin RQFP, 280-Pin PGA, 356-Pin BGA

84-Pin PLCC, 208-Pin RQFP, 240-Pin RQFP

208-Pin RQFP, 240-Pin RQFP

208-Pin RQFP, 240-Pin RQFP, 356-Pin BGA

208-Pin RQFP, 240-Pin RQFP, 280-Pin PGA, 304-Pin RQFP, 356-Pin BGA

60, 132, 168

60, 132, 168

59, 139, 159

146, 175

153, 191, 216

153, 191, 216

5.0 V

5.0 V

5.0 V

5.0 V

5.0 V

5.0 V

-10

-15, -20

-15, -20 

-15, -20

-10

-15, -20

　MAX 9000 デバイス�

デバイス名� マクロセル数� ピン数／パッケージ・オプション� I/Oピン数� 電源電圧�
スピード・�
グレード�
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的�

10倍も経済
的�

0

40
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アルテラ・パラレル�
FIR�
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DSPプロセッサ�

20
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このベンチマークは、アルテラのEP20K100 APEXTMデバイスと
TI社製 TMS320C54x（50MHz）DSPプロセッサをターゲットに
して対称型FIRフィルタ（50タップ、８ビット・データ、12ビッ
ト係数のソリューション）を実現したときのものです。�

プログラマブル・ロジックでDSPソリューションの
時間を節約

アルテラのFIR（Finite Impulse Response）フィルタ・コンパ
イラMegaCoreTMファンクションを使えば、6週間必要だった高
性能FIR フィルタの設計時間を1日以内に短縮できます。

コスト削減

アルテラのFIRフィルタ・コンパイラを使用した場合、標準的な
DSPプロセッサを使用した場合に比べ、コストを1/10以下に抑
えることができます。

そして仕事が楽に！

アルテラのフレキシブルで使いやすいグラフィカル・コンパイラ
なら、設計に必要なデータ幅やデータのタイプ、タップ数そして
インタポレーション、あるいはデシメーション因数を指定できま
す。また、MATLABやSimulinkなどのサードパーティのシステ
ム・レベルDSPツールやVHDLやVerilog HDLのシミュレーショ
ン・ツールもサポートしています。

アルテラのFIRフィルタ・コンパイラを無料で
お試しください。

IP MegaStoreTMサイト（http://www.altera.com/IPmegastore）か
らダウンロードして、アルテラのFIRフィルタ・コンパイラを無
料でお試しいただくことができます。設計にかかる時間とコスト
をどれだけ簡単に削減できるか、ご自身でお確かめください。
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もっとできる。
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ASICが
  できること、
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